
明
清
交
替
期
の
督
師
幕
府

揚
州
督
師
史
可
法
幕
府
を
も
と
に

辻
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は

じ

め

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

　

中

国

幕

府

制

度

の
研

究

に

は

、

た

と

え

ば

秦

代

か

ら

漢

代

で

は

将

軍

の
幕

府

、

六
朝

時

代

で

は

都

督

府

、

唐

代

か

ら

五

代

で

は

藩

鎮

の
幕

(3
)
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

(4
)
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

(5
)

府
、
宋

代
で
は
安
撫
使

・
招
討
使

・
制
置
使

・
宣
撫
使

・
転
運
使
な
ど
の
幕
府
、
元
代
で
は
総
管
府
な
ど
、
清
代
で
は
総
督
と
巡
撫
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　

幕
府
を

扱

っ
た
研
究
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
中
国
幕
府
制
度
の
研
究
に
お

い
て
、
明
代
が
抜
け
落
ち
、
空
白
期
と
な

っ
て
い
る
こ
と

だ
。

一
九
七

一
年
に

発
表
さ
れ
た
謬
全
吉

『清
代
幕
府
人
事
制
度
』

(中
国
人
事
行
政
月
刊
社
)

で
は
、
清
代

の
幕
府
に
着
目
し
、
総
督
と
巡
撫

の
衙
門
を
幕
府

と
す
る
見
方
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
総
督
と
巡
撫
は
、
明
清
時
代
を
通
じ
て
置
か
れ
た
地
方
官
で
、
両
者
を
あ
わ
せ
て
督
撫
と

い
う
。
督
撫
が

持

つ
幕
府
を
督
撫
幕
府
と

い
い
、
そ
れ
は
繆
氏
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
注
目
さ
れ
た
。
以
後
、
督
撫
幕
府
の
研
究
は
、
繆

氏

の
研
究
を
下
地
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

し
て
多

く
の
研
究
者
に
よ

っ
て
発
展
さ
れ
る
が
、
研
究
対
象
と
な
る
の
は
清
代
、
と
り
わ
け
晩
清

(
こ
こ
で
は
、

一
八
五

一
年
の
太
平
天
国

　
　
　
　
　
　
　　
　

の
乱
以
降
を
指
す
)

の
督
撫
幕
府
が
大
半
で
、
明
代
督
撫
幕
府
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
た
ま
ま
現
在
に
い
た

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

　

二
十

一
世
紀
に
い
た
り
や
っ
と
明
代
の
幕
府

へ
視
点
が
向
け
ら
れ
、何
朝
暉

「明
代
知
県
幕
友
小
考
」
、同

『明
代
県
政
研
究
』
、
趙
克
生

「朱

　
　
　
　
　
　
　
　け
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ほ
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ね
　

元
璋
戦
時
幕
府
略
論
」、
陳
宝
良

「
明
代
幕
賓
制
度
初
探
」
、
呂
靖
波

「胡
宗
憲
幕
府
人
物
考
略
」
な
ど
の
研
究
が
登
場
す
る
も
の
の
、
督
撫

幕
府
と

い
う
存
在
を
扱

っ
た
研
究
で
は
な

い
。
幕
府
研
究
で
空
白
期
と
な

っ
て
い
る
明
代
の
幕
府
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
、
明

清
時
代

に
設
置
さ
れ
た
督
撫
に
着
目
し
、
か
れ
ら
が
持

つ
督
撫
幕
府
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
督
撫
の
性
質
は
明
代

か
ら
清
代

へ
受
け
継

が
れ
て
お
り
、
幕
府

の
性
質
も
、
清
代
督
撫
幕
府
は
明
代
督
撫
幕
府
を
継
承
し
て
い
る
と
予
測
さ
れ
る
。

つ
ま
り
幕
府
制
度
は
明
代
か
ら
清

代

へ
連
続
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
、
先
行
研
究
の
よ
う

に
清
代
督
撫
幕
府

の
み
を
扱

っ
て
、
明
清
督
撫
幕
府
の
制
度
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し

て
も
、
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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　ぜ

　

そ
こ

で
前
稿

「
明
代
督
撫
幕
府
の
構
造
と
特
色
ー
嘉
靖
年
間

の
胡
宗
憲
幕
府
を
手
掛
り
と
し
て
」
で
は
、
明
代
中
期

以
降
の
督
撫
幕
府
に

着
目
し
た
。
明
代
、
宣
徳
年
間

(
一
四
二
五
年
～

一
四
三
五
年
)
頃
か
ら
、
督
撫
が
臨
時
に
派
遣
さ
れ
、
厳
然
た
る
地
方
官
と
し
て
各
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　め
　

問
題
を
処
理
し
た
。
地
方
で
事
件
発
生
と
あ
ら
ば
督
撫
の
派
遣
と
な
る
が
、
現
地
で
幕
府
を
開

い
た
彼
ら
に
昔
の
使

職

の
よ
う
な
辟
召
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　め
　

(人
材
を
招

い
て
官
職
に
就
け
る
権
利
)
は
な
か

っ
た
。
派
遣
先
の
布
政
使
司

・
按
察
使
司

・
都
指
揮
使
司
お
よ
び
総

兵
官
系
統

の
武
官
は

自
動
的

に
督
撫
指
揮
下
に
入
る
が
、
督
撫
は
直
属
の
部
下
を
帯
び
ず
に
現
地

へ
お
も
む
く
た
め
、
円
滑
な
任
務
遂
行
に
は
腹
心
と
な
る
幕
僚

を
集
め
ね
ば
な
ら
ず
、
現
地
で
個
人
的
に
人
員
招
聘

を
行
な
う
の
は
必
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
幕
府
に
は
山
人
、
布
衣
、
生
員
な

ど
多
様

な
人
員
が
集
結
し
、
幕
僚
と
な

っ
た
が
、
明
代
以
前
の
幕
府

で
機
能
し
た
辟
召
制
は
明
代

へ
は
受
け
継
が
れ
ず

に
断
絶
し
、
幕
僚
は

招
聘

さ

れ
る
の
み
に
と
ど
ま

っ
た
。

　
督
撫

の
出
現
に
よ
り
、
明
代
か
ら
督
撫
幕
府
と
い
う
新
し

い
幕
府
制
度
の
流
れ
が
始
ま
る
。
こ
の
帰
着
点
は
清
代
の
督
撫
幕
府
と
考
え
ら

れ
る
が
、
明
代
の
督
撫
幕
府
が
何

の
変
化
も
無
し
に
そ
の
ま
ま
清
代

へ
つ
な
が

っ
た
の
で
は
な
い
。
督
撫
は
設
置
当
初
か
ら
存
廃
を
く
り
か

え
し
て

一
定
せ
ず
、
明
末
、
と
く
に
万
暦
年
間

(
一
五
七
二
年
～

一
六
二
〇
年
)
頃
か
ら
督
撫

に
準
じ
た
別
の
官
職
も
置
か
れ
、
こ
う
し
た

錯
綜
状
況
が
次
第
に
整
理
さ
れ
て
清
代
の
督
撫
に
継
承
さ
れ
て
い
く
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
錯
綜
す
る
明
末
に
あ
ら
わ
れ
た
督
撫
幕
府

の
変

種

の
よ
う
な
、
軍
事
に
特
化
し
た
督
師
幕
府
の
構
造
と
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
督
撫
幕
府
研
究

の

一
助
と
し
た

い
。

第

一
章
　
督
師
幕
府
と
は

　
　
　
第

[
節
　
督
師
幕
府
研
究
の
問
題
点

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　レ
　

　
明
代

の
督
撫
は
地
域
ご
と
に
存
廃
を
繰
り
返
し
、

一
定
し
た
も
の
で
は
な
く
非
常
に
流
動
的

で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う

な
督
撫
制
度
の
中
か

ら
、
明
末
、
天
啓
年
間

(
一
六
二

一
年
～

一
六
二
七
年
)
に
、
軍
事
面
で
督
撫
の
上
位
に
立

つ
指
揮
官
と
し
て
督
師
が
現
れ
る
。
督
師
は

『大
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明
会
典
』

や

『明
史
』
職
官
志
な
ど
に
明
確
な
規
定
は
見
ら
れ
な

い
が
、
臨
時
的
な
職
で
部
下
を
持
た
ず
現
地

へ
赴
任
す
る
た
め
、
現
地
で

幕
府
を
開
き
幕
僚
を
集
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
督
撫
が
現
地
で
設
け
る
執
務
機
関
を
督
撫
幕
府
と
称
す
る
よ
う
に
、
本
稿

で
は
督
師
が
現
地

で
持

つ
執

務
機
関
を
督
師
幕
府
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　
陳
宝

良
氏

の

「明
代
幕
賓
制
度
初
探
」
で
は
、
明
代
に
存
在
し
た
幕
府
を

い
く

つ
か
挙
げ
て
紹
介
し
て
い
る
。
陳
氏

の
論
に
、
「地
方
衙

門
で
は
、
上
は
督
師

・
経
略

・
総
督

・
巡
撫
、
下
は
府

・
州

・
県

の
各
衙
門
に
い
た
る
ま
で
、
み
な
幕
賓
を
招
聴
し
、

は
な
は
だ
し
き
に
い

た

っ
て
は
武
将
に
も
幕
賓
を
招
聘

す
る
も
の
が
あ

っ
た
。
督
師
は
幕
府
を
開

い
て
み
ず
か
ら
人
材
を
招
聘

し
、
明
末
に
お

い
て
は
常
に
そ
の

例
が
見

ら
れ
る
。
督
師
孫
承
宗

の
ご
と
き
は
、
専
門
に
占
天

・
察
地

・
訳
審

・
偵
諜

・
異
材
剣

・
大
力
な
ど
の
六
館
を
設
け
、
天
下
の
豪
傑

を
招

い
た
。
そ
の
中
で
最
も
著
名
な
も
の
は
諸
生
茅
元
儀
で
、
賛
画
に
充
て
ら
れ
て
幕
府
に
在

っ
た
。
ま
た
督
師
史
可
法
は
、
揚
州
に
幕
府

を
開

い
て
礼
賢
館
を
設
置
し
、
四
方
か
ら
智
謀
の
士
や
天
文

・
陰
符

(ま
じ
な

い
)
・
遁
甲

(目
く
ら
ま
し
の
術
)
な
ど

の
諸
術
に
通
じ
た

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(18
)

も

の
を
集

め
、

一
時
、
幕
客
が
群
が
り
集
ま
り
、
り

つ
ば
な
人
材
が
た
く
さ
ん

い
た
。」
と
あ
る
。

こ
こ
で
陳
氏
は
督
師
幕
府
の
例
と
し
て

　
　
　
　
(19
)

孫
承
宗
幕
府
と
史
可
法
幕
府
を
あ
げ

て
い
る
が
、
幕
府
紹
介
に
と
ど
ま
り
幕
府
構
造
の
分
析
は
お
こ
な

っ
て
い
な

い
。

　
孫
承
宗
幕
府
に
比
べ
て
史
可
法
幕
府
は
比
較
的
史
料
が
豊
富
に
残

っ
て
お
り
、
ま
た
先
行
研
究
に
も
何
齢
修

「史
可
法
揚
州
督
師
期
間
的

　
　
　
　

　
　
　

(20)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(21)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(22
)

幕
府
人
物

(上

・
下
)
」
や
陳
麟
徳

「史
可
法
幕
賓
梁
以
樟
在
宝
応
」
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。
陳
麟
徳
氏
は
史
可
法
幕

下
で
活
躍
し
た
梁
以

樟
と
い
う

人
物
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
活
躍
を
分
析
し
て
い
る
が
、
た
だ
残
念
な
こ
と
に
参
考
史
料

・参
考
文
献
の
提
示
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。

　
何
齢
修
氏

の
研
究
で
は
、
地
方
志

・
個
人
の
文
集
等
、
膨
大
な
史
料
を
も
と
に
幕
府
人
員
の
分
析
を
お
こ
な
い
、
百
人
も
の
人
物
の
経
歴

を
述
べ
て

い
る
。
百
人
を
五

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ

の
内
訳
は
、

一
～
二
十
九
、
史
可
法
と
と
も
に
揚
州

で
死
去
し
た
者
。
三
十
～

三
十
八
、
揚
州
で
は
死
去
せ
ず
、
の
ち
に
反
清
あ
る
い
は
復
明
運
動
を
お
こ
な

っ
た
た
め
に
死
去
し
た
者
。
三
十
九
～
七
十

一
、
清
朝
に
出

仕
せ
ず
、
明
朝

へ
の
忠
節
を
尽
く
し
た
者
。
七
十
二
～
八
十
、
清
朝
に
降
伏
し
た
者
。
八
十

一
～
百
、
不
鮮
明
な
点
が
多

い
者
、
と
い
う
区
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分
に
な

っ
て
い
る
。
非
常
に
多
く

の
史
料
か
ら
幕
府
人
物
を
百
人
も
探
し
出
し
た
点
は
評
価
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の

一
方
で
問
題
点
も
多

く
存
在
す
る
。
何
齢
修
氏
の
研
究

の
問
題
点
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
三
点
が
指
摘
で
き
る
。

　

一
、
幕
府
制
度
に
関
す
る
先
行
研
究
を
あ
げ
て
お
ら
ず
、
明
代
以
前

の
幕
府
か
ら
、
明
代
を
経
て
清
代

へ
継
続
す
る
幕
府
制
度

の
中
に
お

け
る
史
可
法
幕
府
の
位
置
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

二
、
幕
府
人
員
の
定
義
が
明
確
で
は
な

い
。

　
三
、
幕
府
人
員
の
役
割
が
不
鮮
明
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
何
齢
修
氏
は
幕
府
人
員
を
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類

し
て
い
る
が
、
役
割

に
よ
る
区
分
で
は
な

い
。
キ
リ
の
よ
い
数
、
百
人
に
無
理
に
収
め
た
と

い
え
な

い
こ
と
も
な
く
、
姓
名
さ
え
曖
昧
な
人
物
も
多
く
存
在
す
る
。

幕
府
人
員
の
経
歴
に
関
し
て
は
、
人
物
事
典
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
幕
府
中
に
お
け
る
各
人

の
役
割
が
不
鮮
明
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
史

可
法
は
幕
府
中
に
礼
賢
館
と
い
う
館
舎
を
建
て
、
そ
こ
に
人
材
を
集
め
た
と
あ
る
が
、
こ
の
礼
賢
館
の
人
材
を
他
の

(礼
賢
館
以
外

の
)
人

員
と
同
等
に
扱

っ
て
よ
い
の
か
、
疑
問
が
残
る
。

　
以
上

の
何
齢
修
氏
の
問
題
点
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿

で
は
再
度
史
可
法
幕
府

の
構
造
を
見
て
い
く
。
史
可
法
幕
府
に
着

目
す
る
こ
と

で
、
明

清
交
替

期
の
幕
府
は
ど
の
よ
う
な
姿
で
あ

っ
た
の
か
を
考
察
し
、
清
代

へ
継
続
す
る
幕
府
制
度

の
中
に
お
け
る
督
師
幕
府

の
位
置
を
検
討
し

た

い
。

　
　
　

第
二
節

督
師
の
権
限

　
幕
府

の
分
析
に
入
る
前
に
、
督
師
と
は
ど
の
よ
う
な
職
で
あ
る
の
か
を
確
認
し
た

い
。
督
師
は
明
末
の
天
啓
年
間
～
崇
禎
年
間
に
集
中
的

に
設
置

さ
れ
た
職
で
あ
る
。
設
置
当
初
は
内
閣
大
学
士
が
任
命
さ
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
そ
れ
以
外

の
者
も
督
師
と
な

る
例
が
で
て
く
る
。

任
命
さ
れ
る
も
の
は
、
辺
事
に
通
じ
て
い
る
者
、
あ
る
い
は
督
撫
経
験
者
、
督
撫
在
任
中
の
者
等
で
、
多
く
は
兵
部
尚
書

(実
職
で
な
い
者
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　お
　

も
あ

っ
た
が
)
を
兼
任
し
て
い
る
者
が
抜
擢
さ
れ
た
。

　
督
師

が
赴
任
し
て
く
る
と
そ
の
地
方
の
指
揮
系
統
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
崇
頑
年
間
、
流
賊
張
献
忠
等
を
討
伐

す
る
た
め
に
湖
北

・

四
川
方
面
の
督
師
と
な

っ
た
楊
嗣
昌

の
例
を
見
て
み
よ
う
。
次

の
史
料
は
、
崇
頑
十
二
年

(
一
六
三
九
)
八
月
二
十
五
日
に
、
楊
嗣
昌
が
奉

じ
た
聖
旨
の

一
部
で
あ
る
。

『楊
嗣
昌
集
』
巻
三
十
五
、
疏
、
君
恩
砿
世
難
逢
臣
罪
没
歯
無
怨
疏
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

(前
略
)
…
。
さ
ら
に
尚
方
剣
を
賜
い
て
師
を
督
さ
せ
、
各
省
の
兵
馬
、
総
督
・巡
撫
・鎮
守
か
ら
以
下
は
み
な
督
師
の
節
制
に
従
い
、
副
総
兵
官
・

　
　
参
将
以
下
は
す
ぐ
に
賜
っ
た
剣
を
も
ち
い
て
仕
事
に
従
事
せ
よ
。
そ
の
勅
印
等
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
用
意
す
る
よ
う
該
当
の
衙
門
に

　
　
知
ら
せ
よ
。

　
　

(前
略
)
…
。
傍
賜
尚
方
剣
督
師
、
各
省
兵
馬
、
自
督

・
撫

・
鎮
以
下
倶
聴
節
制
、
副

・
参
以
下
即
以
賜
剣
従
事
。
其
勅
印
等
項
、
速
与
辮
給
。

　
　
　
　
　
　
(24
)

　
　
該
衙
門
知
道
。

　
「各
省

の
兵
馬
、
総
督

・
巡
撫

・
鎮
守
以
下
は
み
な
督
師

の
節
制
に
従

い
」
と

い
う
部
分
か
ら
、
督
師
は
督
撫
を
も
傘
下
に
お
さ
め
、
全

軍
を
指

揮
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
督
師
の
権
限
は
ど
う
か
。
『明
史
』
巻
二
百
五
十
、
孫
承
宗
伝
は
以
下
の
よ
う

に
記
す
。

　
　

〔王
〕
在
晋
が
既
に
去
る
と
、
〔孫
〕
承
宗
は
み
ず
か
ら
督
師
を
請
願
し
た
。
〔烹
宗
天
啓
帝
は
〕
詔
し
て
関
防
の
詔
勅
を
与
え
、
元
の
官
職
の
ま

　
　
ま
山
海
関
お
よ
び
、
葡
州

・
遼
東

・
天
津

・
登
州

・
葉
州
の
軍
務
を
監
督
し
、
自
ら
の
裁
量
で
事
を
処
理
し
、
宮
中
か
ら
の
命
令
を
逐

一
う
け
な

　
　

い
こ
と

(便
宜
行
事
、
不
従
中
制
)
を
認
め
、
ま
た

〔閻
〕
鳴
泰
を
遼
東
巡
撫
と
し
た
。
〔孫
〕
承
宗
は
職
方
主
事
の
鹿
善
継
と
王
則
古
を
招
い

　
　
て
賛
画
と
し
、
金
庫
の
金
八
十
万
を
持
ち
出
す
こ
と
を
請
願
し
た
。
黒
宗
天
啓
帝
は
特
別
に
門
ま
で
出
向
き
、
尚
方
剣
と
坐
蜂

(宰
輔
が
恩
寵
と

　
　
し
て
与
え
ら
れ
る
礼
服
)
を
与
え
、
閣
臣
た
ち
は
孫
承
宗
を
崇
文
門
の
外
ま
で
見
送

っ
た
。
〔孫
承
宗
は
〕
山
海
関
に
到
着
す
る
と
、
総
兵
官
江

　
　
応
詔
に
軍
制
を
定
め
さ
せ
、
倉
事

〔衷
〕
崇
燥
に
営
舎
の
建
築
を
、
廃
将
李
乗
誠
に
火
器
の
整
備
を
、
賛
画

〔鹿
〕
善
継
と

〔王
〕
則
古
に
は
軍
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の
蓄
え
の
管
理
を
、
沈
桑
と
杜
応
芳
に
は
鎧
や
刀
槍
の
修
繕
を
、
司
務
孫
元
化
に
は
砲
台
の
建
築
を
、
中
書
舎
人
宋
献
と
羽
林
経
歴
程
寄
に
は
馬

　
　

の
取
引
の
管
理
を
、
広
寧
道
愈
事
万
有
孚
に
は
樹
木
伐
採
の
指
揮
を
命
じ
た
。
ま
た
遊
撃
祖
大
寿
に
は
覚
華
島
で
金
冠
の
補
佐
を
、
副
将
孫
諌
に

　
　

は
前
屯
で
趙
率
教
の
補
助
を
、
遊
撃
魯
之
甲
に
は
難
民
救
済
を
、
参
将
楊
応
乾
に
は
遼
東
の
住
人
か
ら
募
兵
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。

　
　
在
晋
既
去
、
承
宗
自
請
督
師
。
詔
給
関
防
救
書
以
原
官
督
山
海
関
及
葡

・
遼

・
天
津

・
登

・
莱
諸
処
軍
務
、
便
宜
行
事
、
不
従
中
制
、
而
以
鳴
泰

　
　
為
遼
東
巡
撫
。
承
宗
乃
辟
職
方
主
事
鹿
善
継
、
王
則
古
為
賛
画
、
請
幣
金
八
十
万
以
行
。
帝
特
御
門
臨
遣
、
賜
尚
方
剣
、
坐
蟻
、
閣
臣
送
之
崇
文

　
　

門
外
。
既
至
関
、
令
総
兵
江
応
詔
定
軍
制
、
倉
事
崇
換
建
営
舎
、
廃
将
李
乗
誠
練
火
器
、
賛
画
善
継
、
則
古
治
軍
儲
、
沈
築
、
杜
応
芳
繕
甲
杖
、

　
　
司
務
孫
元
化
築
磁
台
、
中
書
舎
人
宋
献
、
羽
林
経
歴
程
寄
主
市
馬
、
広
寧
道
余
事
万
有
孚
主
採
木
。
而
令
遊
撃
祖
大
寿
佐
金
冠
於
覚
華
、
副
将
陳

　
　
諌
助
趙
率
教
於
前
屯
、
遊
撃
魯
之
甲
抵
難
民
、
副
将
李
承
先
練
騎
卒
、
参
将
楊
応
乾
募
遼
人
為
軍
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
　

　
孫
承
宗
は
山
海
関
お
よ
び
葡
州

・
遼
東

・
天
津

・
登
州

・
茉
州
等

の
軍
務
を
管
轄
し
て
清
軍
の
侵
攻
を
防

い
だ
。
当
時
こ
れ
と
重
な
る
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
　

轄
区
域

を
持

つ
も

の
に
は
、
葡
遼
総
督
、
山
東
巡
撫
、
順
天
巡
撫
、
天
津
巡
撫
、
保
定
巡
撫
、
遼
東
巡
撫
が
あ

っ
た
。
葡
遼
総
督
は
葡
州
と

遼
東
を

、
山
東
巡
撫
は
山
東
、
順
天
巡
撫
は
順
天
、
天
津
巡
撫
は
天
津
、
保
定
巡
撫
は
保
定
、
遼
東
巡
撫
は
遼
東
を
管
轄
し
た
が
、
こ
れ
ら

を
督
師
孫
承
宗
と
比
較
す
る
と
、
す
べ
て
督
師
の
管
轄
区
域
に
含
ま
れ
る
。

つ
ま
り
、
督
師
は
複
数

の
督
撫
の
管
轄
区
域
を
包
含
す
る
広
範

囲
を
統
轄
す
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
督
師

の
地
位
が
非
常
に
高
か
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
、
『明
史
』
巻
二
百
五
十
九
、
范
志

完
伝
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　

〔崇
禎
十
二
年
〕
六
月
、
〔
范
志
完
は
〕
街
を
あ
ら
た
め
ら
れ
て
謹
ん
で
督
師
を
命
ぜ
ら
れ
、
葡
州
・遼
東
・昌
平
・通
州
等
の
軍
務
を
総
督
し
、
登
州
・

　
　
天
津
の
巡
撫
や
鎮
守
を
節
制
し
た
。
遼
東
の
事
態
が
危
急
と
な
れ
ば
、
中

・
後

・
前
屯
に
移
駐
さ
せ
、
山
海
関
内
の
事
態
が
危
急
と
な
れ
ば
、
夜

　
　
を
徹
し
て
か
け
つ
け
て
入
援
し
、
三
協

(葡
鎮
の
東
協

・
中
協

・
西
協
)
に
危
険
が
あ
れ
ば
、
葡
州

・
昌
平
の
二
人
の
総
督
と
協
力
し
、
策
略
を

　
　
通
じ
て
示
し
合
わ
せ
た
。
時
に
山
海
関
の
内
外
に
は
と
も
に
二
総
督
を
設
置
し
、
山
海
関
外
の
も
の
に
は
督
師
の
街
を
加
え
て
地
位
と
名
望
を
と
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り
わ
け
尊
い
も
の
と
し
、
ま
た
昌
平

・
保
定
に
は
二
総
督
を
設
置
し
た
の
で
、
こ
こ
で
千
里
の
内
に
四
人
の
総
督
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　

六
月
易
街
欽
命
督
師
、
総
督
葡

・
遼

・
昌

・
通
等
処
軍
務
、
節
制
登

・
津
撫
鎮
。
遼
事
急
、
則
移
駐
中

・
後

・
前
屯
、
関
内
急
、
則
星
馳
入
援
、

　
　

三
協
有
警
、
則
会
同
蔚

・
昌
二
督
、
井
力
策
応
。
時
関
内
外
並
建
二
督
、
而
関
外
加
督
師
街
、
地
望
尤
尊
、
又
於
昌
平

・
保
定
設
二
督
、
於
是
千

　
　

里
之
内
有
四
督
臣
。

　

こ
こ

に
あ
る

「地
位
と
名
望
を
と
り
わ
け
尊

い
も

の
と
し

(地
望
尤
尊
)
」
と

い
う
記
載
か
ら
、
督
師
の
身
分
が
督

撫
よ
り
高

い
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
明
末

の
危
急
の
状
況
下
で
、
臨
機
応
変
に
軍
を
指
揮
し
て
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
督
撫
で
は
権
限
が
足
り

な
か

っ
た
。
そ
こ
で
、

広
大
な
領
域
を
統
轄
し
活
動
で
き
る
督
師
が
登
場
し
、
皇
帝
自
身
か
ら
尚
方
剣
や
坐
蟻
を
賜
り
、
自
ら
の
裁
量
で
事
を
処
理
し
、
宮
中
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

ら
の
命
令
を
逐

一
う
け
な

い

「
便
宜
行
事
、
不
従
中
制
」、
と
い
う
大
き
な
権
限
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は

「地
望
尤
尊

」
と
あ
る
よ
う
に
、

軍
事
を

担
う
文
臣
と
し
て
は
明
代
で
最
高
位
に
位
置
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と

い
え
る
。

　
　
　
　
　

第

二
章
　
督
師
史
可
法
幕
府
の
成
立

　

で
は
こ
こ
で
史
可
法
幕
府
に
焦
点
を
当
て
て
、
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た

い
。
ま
ず
、
史
可
法
の
経
歴
を
簡
単

に
述

べ
て
お
く
。

　
史
可
法
は
祥
符

(河
南
省
開
封
市
)
の
人
で
大
興
県

(北
京
市
)
に
籍
を
お
く
。
字
は
憲
之
で
、号
は
道
鄭
。
万
暦

三
十
年

(
一
六
〇
二
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(28)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(鎗
)

十

一
月
初
四
日
に
生
ま
れ
る
。
崇
禎
元
年

(
一
六
二
八
)
四
月
に
進
士
と
な
り
、
の
ち
西
安
府
推
官
、
戸
部
主
事
、
員
外
郎
、
郎
中
等
を
歴

　　任
。
崇
禎
八
年

(
一
六
三
五
)
八
月
、
総
理
盧
象
昇
に
従

い
各
地

の
農
民
反
乱
を
鎮
圧
、
崇
禎
十
年

(
一
六
三
七
)
に
は
右
余
都
御
史
に
抜

擢
さ
れ
、
安
慶

(安
徽
省
安
慶
市
)
、
盧
州

(安
徽
省
合
肥
市
)、
太
平

(安
徽
省
黄
山
市
)、
池
州

(安
徽
省
池
州
市

)
及
び
河
南
、
湖
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

(湖
北
省

・
湖
南
省
)
、
江
西
な
ど
を
巡
撫
し
た
。
崇
禎
十
六
年

(
一
六
四
三
)
七
月
、
南
京
兵
部
尚
書
熊
明
遇
が
辞
め
た
の
で
、
史
可
法
が
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　お　

そ
れ
に
か
わ

っ
て
南
京
兵
部
尚
書
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

　
崇
禎

十
七
年

(
一
六
四
四
)
三
月
、
反
乱
軍
の
李
自
成
等
が
北
京
を
陥
落
さ
せ
、
崇
禎
帝
は
自
殺
す
る
。
こ
こ
で
北
伐
を
考
え
て
い
た
史

可
法
は
京
師
陥
落
の
報
を
聞
き
、
南
京
に
軍
を
引
き
返
し
た
。
南
京
兵
部
尚
書
史
可
法
、
戸
部
尚
書
高
弘
図
ら
は
瀦
王
朱
常
芳
を
立
て
て
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　

皇
帝
と

し
た
が
、
鳳
陽
総
督
馬
士
英
等
に
反
対
さ
れ
た
た
め
、
同
年
五
月
、
や
む
な
く
福
王
朱
由
楼
を
立
て
た
。
朝
廷

で
、
誰
を
出
鎮
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お　

る
か
議
論
に
な

っ
た
際
、
馬
士
英
は
軍
を
督
す
る
者
と
し
て
史
可
法
以
外
に
誰
が
い
る
だ
ろ
う
か
と
言
い
、
史
可
法
を
朝
廷

の
外

へ
出
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　お　

同
月
、
史
可
法
は
太
子
太
保
に
進
み
、
兵
部
尚
書
と
武
英
殿
大
学
士
を
兼
掌
す
る
。
「督
師
輔
臣
之
印
」
を
持

っ
て
出
鎮
し
、
史
閣
部
と
称

　
(39
)

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(40
)

　
弘
光
元
年

(
一
六
四
五
)
正
月
、
清
軍
の
愛
新
覚
羅
多
鐸
が
李
自
成
を
打
ち
破

っ
て
入
関
す
る
と
、
李
自
成
は
北
京
か
ら
逃
げ
出
し
た
。

同
年
四
月
に
は
、
清
軍
は
揚
州
城

(江
蘇
省
揚
州
市
)
に
迫
る
。
多
鐸
は
数
回
に
わ
た

っ
て
降
伏
を
勧
め
る
書
状
を
送

っ
た
が
、
史
可
法
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(41
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(42
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(昭
)

こ
れ
を
拒
否
。
同
月
二
十
五
日
、
史
可
法
は

つ
い
に
捕
え
ら
れ
殺
さ
れ
る
。
享
年
四
十
四
歳
。
南
明
政
権

の
唐
王
隆
武
帝
か
ら
は
忠
靖
、
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

の
乾
隆
帝
か
ら
は
忠
正
と
お
く
り
名
さ
れ
た
。

　
史
可
法
が
対
清
軍
の
督
師
と
し
て
赴
任
す
る
の
は
崇
禎
十
七
年
五
月
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
こ
と
を
史
可
法

の
幕
僚
の

一
人
で
あ
る

応
廷
吉

の
著
し
た

『青
燐
屑
』
上
巻
は
次
の
よ
う
に
記
載
す
る
。

　
　

〔崇
禎
十
七
年
〕
五
月
、
東
閣
大
学
士
兼
礼
部
尚
書
高
弘
図
、
東
閣
大
学
士
兼
兵
部
尚
書
史
可
法
、
東
閣
大
学
士
兼
兵
部
尚
書
で
鳳
陽
の
軍
務
を

　
　
督
す
る
馬
士
英
、
宙
官
韓
賛
周

・
盧
九
徳
、
吏
科
給
事
中
李
沽
、
漸
江
監
察
御
史
左
光
先
等
は
と
も
に
福
王
を
擁
立
し
南
京
で
即
位
さ
せ
、
弘
光

　
　
と
改
元
し
た
。
…

(中
略
)
…
。
〔史
可
法
は
〕
請
願
し
て
命
令
を
受
け
、
数
日
た

っ
て
か
ら
遂
に
太
子
太
保
、
兵
部
尚
書
、
武
英
殿
大
学
士
に

　
　
昇
進
し
て
准
安
府

(江
蘇
省
准
安
市
)
と
揚
州
府

(江
蘇
省
揚
州
市
)
の
軍
を
監
督
し
た
。

　
　
五
月
、
閣
臣
高
弘
図
、
枢
臣
史
可
法
、
督
臣
馬
士
英
、
内
監
韓
賛
周
・盧
九
徳
、
科
臣
李
沽
、
台
臣
左
光
先
等
共
擁
福
藩
世
子
正
位
南
京
、
改
元
弘
光
。
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・
(中
略
)
…
。
願
受
命
。
越
数
日
、
遂
進
太
子
太
保
、
兵
部
尚
書
、
武
英
殿
大
学
士
、
視
師
准

・
揚
。

　
史
可
法
が
督
師
の
任
に
あ

っ
た

の
は
、
崇
禎
十
七
年
五
月
か
ら
弘
光
元
年
四
月
ま
で
の
わ
ず
か
約
十

一
ヶ
月
間
で
、

こ
の
期
間
が
す
な
わ

ち
督
師
幕
府

の
開
府
期
間
と
な
る
。
ま
た

『史
可
法
集
』
史
可
法
別
伝
に
は
、

　
　

〔崇
禎
十
七
年
五
月
〕
十
二
日
、

つ
い
に

〔史
可
法
は
〕
上
疏
し
て
み
ず
か
ら
揚
州
に
師
を
督
す
る
こ
と
を
請
願
し
た
。
〔崇
禎
帝
は
〕
そ
れ
を
許

　
　
可
し
、
詔
し
て
史
可
法
に
自
分
の
裁
量
で
事
を
処
理
さ
せ
て
、
各
鎮
は
み
な

〔史
可
法
の
〕
命
令
に
し
た
が
う
よ
う
に
さ
せ
た
。

　
　
十
二
日
、
遂
上
疏
自
請
督
師
揚
州
。
許
之
、
詔
令
以
便
宜
行
事
、
各
鎮
並
聴
節
制
。

と
あ
り
、
現
地

の
各
鎮
は
督
師
史
可
法

の
指
揮
下
に
入

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
史
可
法
は
准
安
府
と
揚
州
府
を
管
轄
し
た
が
、
拠
点
と
な
る
幕
府
は
ど
こ
に
あ

っ
た
の
か
。
温
容
臨

『南
彊
逸
史
』

巻
五
、
列
伝
第

一
、

史
可
法

に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
史
可
法
は
つ
い
に
揚
州
に
と
ど
ま
り
、
幕
府
を
開
い
て
事
を
管
理
し
た
。

　
　
可
法
遂
留
揚
州
、
開
幕
府
治
事
。

　

『南
彊
逸
史
』
巻
五
、
列
伝
第

一
、
応
廷
吉

に
も
、

　
　
史
可
法
は
内
閣
大
学
士
兼
兵
部
尚
書
の
身
分
で
師
を
督
し
、
揚
州
に
幕
府
を
開
い
た
。

　
　
史
可
法
以
閣
部
督
師
、
開
府
揚
州
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
幕
府
は
揚
州
に
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
常
に
揚
州
に
駐
屯
し
続
け
た
わ
け
で
は
な
く

、
南
京
に
戻

っ
た
り
、

洒
州

(安
徽
省
宿
州
市
)
に
駐
屯
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
基
本
的
に
は
揚
州
を
拠
点
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
崇
禎
十
七
年
五
月
、
史
可
法
は
総
兵
官
黄
得
功

・
高
傑

・
劉
沢
清

・
劉
良
佐
を
用

い
て
藩
屏
と
し
、
四
鎮
を
設
け
る
こ
と
を
朝
廷
に
請
願

　
　
　
　
　
　お
　

し
認
め
ら
れ
た
。
計
六
奇

『明
季
南
略
』
巻

一
、
史
可
法
請
設
四
鎮
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。



明清交替期の督師幕府91

　

　

そ

の
四
鎮

と

は
、
す

な

わ
ち
准

安

・
揚

州

・
徐

州

・
酒
州

・
鳳

陽

・
寿

州

・
源
州

・
和

州

に
設

置

し
、
各

自

、
そ

の
場

で
活

動

さ
せ

た
。

総
兵

官

　

　

劉

沢
清

を
東

平
伯

に
封

じ

て
、

准
海

を
管

轄

さ
せ

た
。
准

北

に
駐
屯

し

て
、

山
陽

・
清
河

・
桃
源

・
宿
遷

・
海
州

・
籟
楡

・
塩

城

・
安

東

・
郵

州

・

　

　

碓

寧

の
十

の
州

県
は

こ

れ
に
隷

属

す

る
こ
と

と

し
、

山
東

一
帯

の
招

討

(降
付

を

招
懐

し
、

離

反
を

征
討

す

る
)

の
事

を
処

理

さ
せ

た
。

総
兵

官

　

　

高

傑
を

興

平
伯

に
封

じ

て
、

徐

州

・
洒
州

を

管
轄

さ

せ
た

。
洒

水

に
駐

屯

し

て
、
徐

州

・
薫

県

・
揚

山

・
豊
県

・
浦

県

・
潤

州

・
肝

胎

・
五
河

・

　

　

虹

県

・
霊
壁

・
宿

州

・
蒙

城

・
毫
州

・
懐

遠

の
十

四

の
州
県

は

こ

れ
に
隷

属
す

る
こ
と

と

し
、

河
北

・
河

南

の
開
封

・
帰
徳

一
帯

の
招

討

の
事

を

　

　

処

理
さ

せ
た
。

総

兵
官

劉
良

佐
を

広
昌

伯

に
封

じ

て
、
鳳

陽

・
寿
州

を
管

轄

さ
せ

た
。
臨

准

に
駐

屯

し

て
、

鳳
陽

・
臨
准

・
頴
上

・
頴

州

・
寿

州

・

　

　

太
和

・
定

遠

・
六

安

・
震
邸

の
九

の
州

県
は

こ
れ

に
隷

属
す

る
こ
と

と
し

、
河

南

の
陳

州

・
杞
県

一
帯

の
招
討

の
事

を
処

理

さ
せ

た
。

靖
南

伯

黄

　

　

得
功

を
昇

進

さ
せ

て
靖
南

侯

と

し
、

源
州

・
和

州
を

管
轄

さ

せ
た
。

盧
州

に
駐
屯

し
、

澱
州

・
和

州

、
全

椒

・
來
安

・
含

山

・
江
浦

・
六
合

・
合
肥

・

　

　

巣
県

・
無

為
州

の
十
県

は

こ
れ

に
隷
属

す

る

こ
と
と

し
、
光

州

・
固

始

一
帯

の
招
討

の
事

を
処

理

さ
せ

た
。

　

　

其

四
鎮
則

設

干
准

・
揚

・
徐

・
洒

・
鳳

・
寿

・
源

・
和

、
各
自

画

地
。
封

総

兵
官

劉
沢

清
東

平
伯

、
轄

潅

海
、
駐

干

潅
北

、
以

山
陽

・
清

河

・
桃

源

・

　

　

宿
遷

・
海

州

・
籟

楡

・
塩
城

・
安

東

・
郵

州

・
唯

寧
十

州
県

隷
之

、
経

理

山
東

一
帯

招

討
事

。
封

総
兵

官

高
傑

興
平

伯

、
轄
徐

・
洒
、

駐

干
洒
水

、

　

　

以
徐

州

・
薫
県

・
楊
山

・
豊

県

・
浦

県

・
洒
州

・
肝
胎

・
五
河

・
虹
県

・
霊
壁

・
宿

州

・
蒙

城

・
毫

州

・
懐

遠
十

四

州
県

隷
之

、
経

理

河
北

・
河

　

　

南
開

・
帰

一
帯
招

討
事

。
封

総

兵
官

劉
良

佐
広

昌
伯

、
轄

鳳

・
寿

、
駐

干
臨

准

、
以

鳳
陽

・
臨
准

・
頴

上

・
頴

州

・
寿

州

・
太

和

・
定

遠

・
六
安

・

　

　

霊
邸

九
州

県
隷

之
、

経
理

河
南

陳

・
杞

一
帯

招
討

事
。

晋
靖

南
伯

黄
得

功
為

靖
南

侯

、
轄

澱

・
和
、

駐

干
盧
州

、

以
溝

州

・
和
州

、
全

椒

・
來
安

・

　

　

含

山

・
江

浦

・
六
合

・
合

肥

・
巣

県

・
無

為

州
十

県
隷

之
、

経
理

光

・
固

一
帯
招

討
事

。

　

こ

こ

で
史

可

法

は

、

四

人

の
総

兵

官

を

用

い
て
各

地

に

配

置

し

、

藩

屏

と

し

た

こ

と

が

わ

か

る

。

　

崇

禎

十

七

年

九

月

、
史

可

法

は

ま

た

請

願

し

て
、
清

軍

と

対

峙

す

る
た

め

に

自

分

と

一
緒

に
出

征

す

る
文

武

の
官

員

を

定

め

た
。

『青

燐

屑

』

上

巻

に

は

次

の

よ

う

に
記

す

。
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武
英
殿
大
学
士
兼
兵
部
尚
書
の
史
可
法
は
印
を
七
穎
請
願
し
た
。
督
餉
道
員

一
穎
を
設
け
、
原
任
の
副
使
黄
鉱
掌
に
こ
れ
を
担
わ
せ
た
。
監
軍
道

　
　
印

一
穎
を
設
け
、
原
任
の
副
使
高
岐
鳳
に
こ
れ
を
担
わ
せ
た
。
行
軍
兵
部
職
方
司
郎
中

一
穎
を
設
け
、
黄
日
芳
に
こ
れ
を
担
わ
せ
、
官
が
お
な
じ

　
　
者
は
秦
士
族
、
主
事
何
剛
、
施
鳳
儀
等
で
あ

っ
た
。
監
餉
同
知

一
員
を
設
け
、
知
県
呉
道
玉
に
こ
れ
を
代
理
さ
せ
、
印
は
無
い
も
の
と
し
た
。
監

　
　
紀
推
官
印

一
穎
を
設
け
、
前
後
し
て
監
紀
推
官
を
任
さ
れ
た
者
は
、
原
任
の
倉
事
陸
遜
之
、
原
任
の
知
県
応
廷
吉
、
官
が
同
じ
者
は
劉
景
緯
、
梁

　
　
以
樟
、
呂
彦
良
等
で
あ
っ
た
。
出
征
に
従
い
功
績
を
た
て
る
も
の
は
原
任
の
翰
林
院
庶
吉
士
呉
爾
蕪
、
源
洒
兵
備
石
啓
明
、
開

〔封
〕
府
推
官
李

　
　
長
康
、
賛
画
通
判
張
鐸
、
知
県
股
姪
、
支
益
等
で
、
参
賛
等
の
官
は
設
置
せ
ず
、
侯
方
岳
が
後
に
至
っ
た
と
き
に
桃
源
知
県
と
し
た
。
督
師
大
庁

　
　
副
総
兵
印

一
穎
は
李
正
春
に
こ
れ
を
担
わ
せ
た
。
督
師
中
軍
族
鼓
印

一
穎
は
馬
応
魁
に
こ
れ
を
担
わ
せ
、
官
が
同
じ
者
は
葎
天
葵
、
陶
正
明
等
で

　
　
あ

っ
た
。
督
師
前
軍
商
功
参
将

一
穎
は
注

一
誠
に
こ
れ
を
担
わ
せ
た
。
…
…

(後
略
)。

　
　
閣
部
請
印
七
穎
、
設
督
餉
道
員

一
穎
、
以
原
任
副
使
黄
鉱
掌
之
。
監
軍
道
印

一
穎
、
以
原
任
副
使
高
岐
鳳
掌
之
。
行
軍
兵
部
職
方
司
郎
中

一
穎
、

　
　
以
黄
日
芳
掌
之
、
同
其
官
者
為
秦
士
游
、
主
事
何
剛
、
施
鳳
儀
等
。
監
餉
同
知

一
員
、
以
知
県
呉
道
玉
署
之
、
無
印
。
監
紀
推
官
印

一
穎
、
先
後

　
　
掌
其
印
者
為
原
任
余
事
陸
遜
之
、
原
任
知
県
応
廷
吉
、
同
其
官
者
為
劉
景
緯

・
梁
以
樟

・呂
彦
良
等
、
従
征
立
功
為
原
任
翰
林
院
庶
吉
士
呉
爾
壊

・

　
　
源
洒
兵
備
石
啓
明

・
開

〔封
〕
府
推
官
李
長
康

・賛
画
通
判
張
鐸

・
知
県
股
蛭

・
支
益
等
、
参
賛
等
官
不
及
備
載
、
侯
方
岳
後
至
、
以
為
桃
源
知
県
。

　
　
督
師
大
庁
副
総
兵
印

一
穎
、
以
李
正
春
掌
之
。
督
師
中
軍
游
鼓
印

一
穎
、
以
馬
応
魁
掌
之
、
同
其
官
者
為
翌
天
葵

・
陶
正
明
等
。
督
師
前
軍
商
功

　
　
参
将

一
穎
、
以
江

一
誠
掌
之
。
…
…

(後
略
)。

　
こ
こ

で
定
め
ら
れ
た
官
員
と
、
前
述
の
各
地
に
配
置
さ
れ
た
四
鎮
が
史
可
法
指
揮
下
の
正
規
の
官
僚
系
統
と
な
り
、
史
可
法

の
統
治
が
及

ぶ
範
囲
と
は
、
揚
州
府

・
准
安
府
お
よ
び
四
鎮
が
お
さ
め
る
地
域
と

い
う

こ
と
に
な
る
。

一
方
、
幕
府
と
は
正
規

の
官
僚
系
統
と
は
別
個
に

存
在
す
る
私
的
な
も
の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
督
師
幕
府
の
構
成
要
素
は
以
下
の
A
、
B
の
よ
う

に
推
測

で
き
る
。

　
A
、
幕
主
…
…
幕
府

の
リ
ー
ダ
ー
。
督
師
史
可
法
を
指
す
。
幕
主
は
二
つ
の
顔
を
持
ち
、
ひ
と

つ
は
公
的
な
官
僚
機

構
の

一
員
と
し
て
、



そ
の
頂

点
に
立

つ
督
師
と

い
う
顔
。
も
う
ひ
と

つ
は
私
的
な
幕
府
の
頂
点
に
立

つ
幕
主
と
し
て
の
顔
で
あ
る
。

　
B
、

幕
僚
…
…
幕
主
と
個
人
的
な

つ
な
が
り
を
持

つ
者
の
集
団
。
幕
主
と

の
個
人
的

・
人
格
的
結
合
に
よ

っ
て
入
幕

す
る
。
入
幕
方
法
は

お
も
に
幕
主
か
ら
の
招
聰
で
、
①
官
に
就
い
て
い
る
者

(正
規

の
官
僚
機
構
の
中
か
ら
、
幕
府
に
参
加
す
る
)
、
②
官

に
就

い
て
い
な
い
者

の
二
種

が
存
在
す
る
。

一
人
の
幕
僚
が
複
数

の
役
割
を
兼
任
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
史
可
法
幕
府
の
幕
僚
は
、
「
書
記
」
・
「
軍
務
」
・
「人

材
の
確
保
」
の
三
種

の
役
割
に
大
別
で
き
る
。

　
史
可
法
幕
府
に
は
ど
の
よ
う
な
人
物
が
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
章

で
は
B
の
幕
僚
を
役
割
ご
と
に
節
に
分
け
て
見
て

い
き
た

い
。

　
　
　

　
　
第
三
章
　
督
師
史
可
法
幕
府
の
幕
僚
と
そ
の
役
割

　
本
稿

で
は
主
な
幕
僚
を
役
割
ご
と
に
数
人
ず

つ
説
明
す
る
に
と
ど
め
た
。
第

一
節
で
は

「書
記
」
、
第
二
節
で
は

「
軍
務
」
、
第
三
節
で
は

「人
材
の
確
保
」
を
扱
う
。
人
名
は
五
十
音
順
と
し
た
。
な
お
、
こ
こ
で
は
史
可
法
幕
府
内
で
の
役
割
と

い
う
意
味
で
、

「書
記
」
、
「
軍
務
」、

「人
材

の
確
保
」

の
よ
う
に

「　

」
付
き
で
記
載
す
る
。
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第

一
節

「書
記
」

　
「書
記

」
と
は
文
字
通
り
、
文
書
作
成
を
お
こ
な
う
幕
僚
で
あ
る
。
史
料
か
ら
文
書
作
成
を
担

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
者
を
二
人

(王
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ　

槙
、
黄
日
芳
)
、
史
料
中
に
書
記

(顧
起
龍
、
襲
之
厚
、
陸
暁
、
唐
経
世
)
、
記
室

(李
標
)
と
記
載
さ
れ
て
い
る
者
を

そ
れ
ぞ
れ
あ
げ
た
。

　
王
之
槙
　

　
万
暦
四
十

一
年

(
一
六

=
二
)
に
生
ま
れ
、
康
煕
四
十
二
年

(
一
七
〇
三
)
に
死
去
す
る
。
字
は
箔
長
。
塩
城

(江
蘇
省
塩

城
市
)

の
人
。
在
幕
時

の
身
分
は
貢
生
。
『光
緒
塩
城
県
志
』
巻
十
、
人
物
、
王
之
槙
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
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東
閣
大
学
士
兵
部
尚
書
の
史
可
法
が
揚
州
に
幕
府
を
開
く
と
、
王
之
槙
は
軍
前

に
行
き
、
十
個
の
策
略
を
陳
述
し
た
。
そ
こ
で
遂
に

〔史
可
法

　
　
は
王
之
槙
を
〕
幕
中
に
招
聰
し
、
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
対
策
を
書
い
た
文
章
や
、
軍
事
上
の
文
書
、
激
文
を
つ
か
さ
ど
ら
せ
、
そ
れ
ら
の
多
く

　
　
は
王
之
槙
の
手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ぜ

　
　
東
閣
大
学
士
兵
部
尚
書
史
可
法
開
府
揚
州
、
槙
詣
軍
前
陳
十
策
、
遂
辟
置
幕
中
、
掌
機
宜
文
字
、
軍
書
羽
微
、
多
出
其
手
。

　
史
料
中
に
書
記
や
記
室
と
い
っ
た
表
現
は
見
ら
れ
な

い
が
、
軍
事
上
の
文
書
や
撒
文
な
ど

の
作
成
を
担

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら

に

『史
可
法
集
』
附
録
、
蹟
史
師
相
乞
間
詠
叙
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
私

(王
之
槙
)
は
師
相

(史
可
法
)
に
し
た
が

っ
て
維
揚

(揚
州
)
の
幕
府
に
在

っ
た
。
と
き
に
軍
務
は
煩
雑
で
あ

っ
た

の
で
、
決
し
て

〔多
忙

　
　
な
〕
師
相
に
は
会
わ
ず
、
古
人
の
文
章
を
整
理
し
て
い
た
。
…

(中
略
)
…
。
私
が
幕
府
に
在
る
と
き
、
か
つ
て
奏
議
数
十
巻
を
授
か
り
、
江
与
右
、

　
　
欧
陽
憲
万
に
命
じ
て
分
担
し
て
校
離
さ
せ
た
。

　
　
余
従
師
相
在
維
揚
幕
府
、
時
軍
務
労
午
、
絶
不
見
師
相
理
古
人
文
字
。
…

(中
略
)
…
。
余
在
幕
府
、
曽
授
奏
議
数
十
巻
、
命
江
与
右
、
欧
陽
憲

　
　
万
分
任
離
較
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　も
　

　
史
可
法
幕
府

の
書
記
に
は
王
之
槙
以
外
に
江
与
右
や
欧
陽
憲
万
と

い
っ
た
人
々
が
お
り
、
と
も
に
上
奏
文
数
十
巻
を
ま
と
め
る
作
業
を
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
黄
日
芳
　
　
生
没
年
は
不
詳
。
字
は
姦
源
。
盧
陵

(江
西
省
吉
安
市
)

の
人
。
崇
禎
四
年

(
一
六
三

一
)

の
進
士
。
在
幕
時

の
身
分
は
兵

部
職
方

司
郎
中
。
弘
光
元
年

(
一
六
四
五
)、
清
軍
が
揚
州
に
迫

っ
た
時
、
清

の
摂
政
王
多
爾
衰
は
史
可
法
に
書
状
を

送

っ
て
投
降
を
勧
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

す
る
が

、
史
可
法
は
返
書
し
て
投
降
を
拒
否
す
る
。
史
可
法
か
ら
多
爾
衰
に
送
ら
れ
た
書
状
は

「復
摂
政
王
」
と
い
う

も
の
で
、
史
可
法

一

人
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
数
名
で
分
担
し
て
書
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
誰
が
ど
の
部
分
を
書

い
た
の
か
と

い
う
こ
と
に
関
し

て
は
明
ら
か
で
は
な

い
施
・
肇

『森

雑
狙

仁
集
・
逸
典
・
寓
書
史
可
法
に
・
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史
相
国

(史
可
法
)
は
揚
州
に
在

っ
た
。
清
人
の
寓
書
が
い
う
に
は
、
摂
政
王

(多
爾
衰
)
は
史
相
国
に
書
状
を
送
っ
て
、
事
を
と
り
お
こ
な
う

　
　
よ
う
云
々
と
い
っ
た
。
み
ず
か
ら
称
し
て
い
る
本
朝
と
い
う
文
字
は
拾
頭
し
、
史
相
国
と
い
う
文
字
は
平
行
に
し
た
。
黄
色
の
紙
に
詔
勅
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　み
　

　
　

に
書
き
、
ま
た
殊
で
そ
の
句
に
丸
印
を
つ
け
た
。
華
亭

(上
海
市
)
の
包
爾
庚
は
汚
陽

(湖
北
省
武
漢
市
)
の
黄
日
芳
に
こ
れ
を
見
せ
た
。
〔黄
〕

　
　
日
芳
は
崇
禎
四
年

(
一
六
三

一
)
の
進
士
で
、
相
国

(史
可
法
)
が
返
書
を
書
か
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
文
章
は
非
常
に
激
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。

　
　
相
国

(史
可
法
)
は
文
章
の
余
分
な
字
句
を
削
っ
た
り
潤
色
し
た
り
し
て
言
う
こ
と
に
、
口
論
を
要
し
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
。
そ
こ
で
今
、
〔黄
〕

　
　
日
芳
は
そ
の
も
と
の
文
案
を
刻
し
た
。

　
　
史
相
国
在
揚
州
、
清
人
寓
書
云
、
摂
政
王
致
書
史
相
国
執
事
云
云
。
自
称
本
朝
字
拾
出
、
史
相
国
字
平
行
、
黄
紙
如
詔
勅
、
又
殊
圏
其
句
。
華
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(52
)

　
　
包
爾
庚
於
汚
陽
黄
日
芳
処
見
之
。
日
芳
庚
辰
進
士
、
相
国
傅
答
書
、
詞
頗
峻
。
相
国
刷
潤
日
、
不
必
口
角
也
。
今
日
芳
刻
其
原
草
。

と
あ
る

よ
う
に
、
黄
日
芳
は

「復
摂
政
王
」
作
成
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
顧
起
龍

・襲
之
厚

・陸
暁
・
唐
経
世
　
　
四
人
と
も
生
年
、
お
よ
び
在
幕
時
の
身
分
は
不
詳
。

一
つ
の
史
料
に
四
人
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
こ
で
は
ま
と
め
て
と
り
あ
げ
る
。
史
可
法
と
と
も
に
戦
死
し
て
い
る
こ
と
か
ら
没
年
は
弘
光
元
年
四
月
頃
と
推
測
さ
れ
る
。

『南
彊
逸
史
』

巻
五
、
列
伝
第

一
、
史
可
法
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
そ
の
余
の
文
武
の
軍
の
指
揮
官
や
役
人
で
死
亡
し
た
者
は
甚
だ
多
か
っ
た
。
家
人
の
史
書
、
書
記
の
顧
起
龍

・
襲
之
厚

・
陸
暁

・
唐
経
世
等
も
皆

　
　

〔史
〕
可
法
に
従

っ
て
戦
死
し
た
。

　
　
其
余
文
武
将
吏
、
死
者
甚
衆
。
家
人
史
書
、
書
記
顧
起
龍

・
襲
之
厚

・
陸
暁

・
唐
経
世
等
皆
従
可
法
死
。

　
こ
の
記
載
か
ら
四
人
と
も
幕
府
の
書
記
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
四
人
が
ど
の
よ
う
な
文
書
作
成
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
の
か
は
明
ら
か

で
は
な

い
。

　
李
標

　
　
生
没
年
は
不
詳
。
字
は
子
建
。
嘉
善

(漸
江
省
嘉
興
市
)

の
人
。
在
幕
時
の
身
分
は
貢
生
。
郡
之
誠

『清

詩
紀
事
初
編
』
巻
二
、
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　お
　

李
標
に

「
〔李
標
は
〕
弘
光
元
年

(
一
六
四
五
)
、史
可
法
が
揚
州
に
在

っ
た
際
、そ
の
招
聰
に
応
じ
た

(弘
光
元
年
、
応
史
可
法
揚
州
之
聰
)。
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
弘
光
元
年
に
史
可
法
幕
府
に
入
幕
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『南
彊
逸
史
』
巻
四
十
四
、
列
伝
第
四
十
、
逸
士
、
李
標
に

は
以
下

の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
〔李
標
は
〕
戦
策
、
戦
略
、
軍
律
、
営
陣
、
壬
遁

(逃
げ
る
方
法
)
な
ど
諸
々
の
書
物
に
精
通
し
て
い
た
の
で
、
内
閣
大
学
士
兼
兵
部
尚
書
の
史
可

　
　
法
は

〔李
標
を
〕
招
い
て
記
室
と
し
た
。

　
　
精
於
戎
機
、
戦
略
、
軍
律
、
営
陣
、
壬
遁
諸
書
、
閣
部
史
可
法
辟
為
記
室
。

　
諸
々

の
書
物
に
精
通
し
て
い
た
た
め
、
幕
府
に
招
か
れ
て
記
室
と
な

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
書
記
」
と
な

っ
た
幕
僚
に
は
、
兵
部
職
方
司
郎
中

(黄
日
芳
)
、
貢
生

(王
之
槙
、
李
標
)
、
身
分
不
詳
の
者

(顧
起
龍

・
襲
之
厚

・
陸

暁

・
唐
経
世
)
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
員
が

い
た
。
入
幕
方
法
は
基
本
的
に
幕
主
か
ら
の
招
聰
で
あ

っ
た
と

い
え
る
。
身
分
不
詳
の
四
名

に
は
ど

の
よ
う
な
文
書
作
成
を
任
せ
て
い
た
か
不
明
だ
が
、
黄
日
芳
に
は
多
爾
衰

へ
の
書
状
作
成
を
、
王
之
禎
に
は
古
人

の
文
章
や
上
奏
文

の
整
理
を
、
李
標
に
は
お
そ
ら
く
戦
策
、
戦
略
、
軍
律
、
営
陣
、
壬
遁
に
関
す
る
文
書
作
成
を
さ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(留
)

う
に
、
崇
禎
十
七
年
九
月
、
史
可
法
が
と
も
に
出
征
す
る
官
員
を
朝
廷
に
請
願
し
て
定
め
た
際
、
黄
日
芳
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
入

っ
て
お
り
、

「書
記
」

の
中
で
唯

一
、
兵
部
職
方
司
郎
中
と
し
て
公
的
な
官
僚
機
構
の
中
か
ら
史
可
法
幕
府
に
参
加
し
て
い
る
人
物
と

い
え
る
。

第

二
節

　
「軍
務
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

で
は
軍
務
に
参
与
し
て
い
た
幕
僚
に
は
、
ど

の
よ
う
な
人
物
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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閻
爾
梅

　
　
字
は
用
卿
、
ま
た
の
字
を
調
梅
。
浦
県

(江
蘇
省
徐
州
市
)

の
人
。
万
暦
三
十

一
年

(
一
六
〇
三
)
九
月
に
生
ま
れ
、
康
煕

十
入
年

(
一
六
七
九
)
に
死
去
す
る
。
在
幕
時

の
身
分
は
挙
人
。
崇
禎
十
七
年

(
一
六
四
四
)
十
月
頃
、
史
可
法
は
白

洋
河

(江
蘇
省
准
安

市
付
近
)

に
進
駐
し
た
と
き
閻
爾
梅
を
招
く
。

『清
史
稿
』
巻
五
百
、
遺
逸

一
、
閻
爾
梅
伝
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

〔閻
爾
梅
は
〕
史
可
法
の
招
聴
に
お
も
む
き
、
軍
事
に
参
与
し
た
。
…

(中
略
)
…
。
時
に

〔四
鎮
の

一
人
で
あ

っ
た
〕
興
平
伯
高
傑
が
総
兵
官

　
　
許
定
国
に
殺
さ
れ
、
河
南
は
大
い
に
乱
れ
た
。
そ
こ
で

〔閻
〕
爾
梅
は
ま
た

〔史
〕
可
法
に
西
に
行
っ
て
乱
れ
て
い
る
河
南
を
し
ず
め
る
よ
う
に

　
　
説
得
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(56)

　
　
赴
史
可
法
之
聰
、
参
軍
事
。
…

(中
略
)
…
。
時
高
傑
為
許
定
国
所
殺
、
河
南
大
乱
、
爾
梅
又
説
可
法
西
行
鎮
撫
之
。

　
史
可
法

に
招
聰
さ
れ
て
幕
府
に
入

っ
て
軍
事
に
参
与
し
、
高
傑
死
亡
後
に
乱
れ
た
河
南
を
安
撫
す
る
よ
う
史
可
法
に
助
言
も
お
こ
な

っ
て

い
る
。

　
何
攣
龍

　
　
字
は
雲
甲
。
江
都

(江
蘇
省
江
都
市
)

の
人
。
生
年
は
不
詳
。
揚
州
が
陥
落
し
た
際
に
市
街
戦
で
死
去
し
て
お
り
、
没
年
は

お
そ
ら
く
弘
光
元
年

(
一
六
四
五
)
と
推
測
で
き
る
。
在
幕
時
の
身
分
は
諸
生
。
屈
大
均

『皇
明
四
朝
成
仁
録
』
巻
六
、
揚
州
死
事
伝
に
は

以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
策
略
を
も

っ
て
き
て

〔史
〕
可
法
の
軍
門
を
叩
き
、
之

(策
略
)
を
献
上
し
た
の
で
、
〔史
〕
可
法
は
そ
の
言
を
す
ぐ
れ
た
も
の
と
し
、
留
め
て

　
　
賛
画
と
為
し
て
幕
下
に
置
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(57
)

　
　
以
計
策
叩
可
法
軍
門
献
之
、
可
法
奇
其
言
、
留
為
賛
画
、
置
帳
下
。

こ
の
記
載

か
ら
策
略
を
献
上
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
幕
府
に
入
り
、
賛
画
と
な

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
呉
易
　

　
字
は
日
生
。
呉
江

(江
蘇
省
蘇
州
市
)
の
人
。
万
暦
四
十
年

(
一
六

一
二
)
に
生
ま
れ
、
順
治
年
間
の
初
め
、
清
軍
が
投
降
を

す
す
め

る
が
、
拒
否
し
た
た
め
杭
州
で
礫
に
さ
れ
て
死
去
。
崇
禎
十
六
年

(
一
六
四
三
)
に
進
士
と
な
る
が
、
国
政
が
乱
れ
て
い
る
の
を
見
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て
、
官
に
は
就
か
な
か

っ
た
。
『明
史
』
巻
二
百
七
十
七
、
楊
文
馳
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
福
王
政
権
の
時
、
揚
州
で
史
可
法
に
謁
見
し
た
と
こ
ろ
、
〔史
〕
可
法
は
呉
易
の
才
能
を
す
ぐ
れ
た
も
の
と
し
て
、
上
奏
し
て
兵
部
職
方
司
主
事

　
　
を
授
け
、
自
分
の

〔軍
の
〕
監
軍
と
し
た
。

　
　
福
王
時
、
謁
史
可
法
於
揚
州
、
可
法
異
其
才
、
題
授
職
方
主
事
、
為
己
監
軍
。

官
に
就

い
て
い
な
い
状
態
で
史
可
法
に
出
会
う
が
、
入
幕
す
る
と
同
時
に
官
に
就
け
ら
れ
た
た
め
、
在
幕
時

の
身
分
は
監
軍
と

い
え
る
。

　
朱
良
諫

　
　
字
は
方
来
。
桐
城

(安
徽
省
桐
城
市
)
の
人
。
生
没
年
、
お
よ
び
身
分
は
不
詳
。
四
方
を
遊
幕
し
、
自

分
に
合
う
場
所
は
な

か

っ
た
が
、
『道
光
桐
城
続
修
県
志
』
巻
十
、
人
物
志
、
忠
節
、
朱
良
諌
に
、

　
　
内
閣
大
学
士
兼
兵
部
尚
書
の
史
公

(史
可
法
)
は
そ
の
才
能
を
聞
い
て
、
朱
良
諌
を
招
き
、
軍
事
に
お
い
て
多
く
参
決

(謀
議
な
ど
に
参
加
し
、

　
　
話
し
合
い
の
採
決
に
加
わ
る
)
に
あ
ず
か

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(58
)

　
　
閣
部
史
公
聞
其
才
、
延
致
之
、
軍
事
多
与
参
決
。

と
あ
る
よ
う

に
、
史
可
法
幕
府
に
招
か
れ
て
軍
事
に
参
与
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　お
　

　
蒋
臣
　

　
字
は

一
全
。
桐
城

(安
徽
省
桐
城
市
)
の
人
。
生
没
年
は
不
詳
。
監
生
で
、
崇
禎
年
間
に
戸
部
主
事
を
授

か

っ
た
が
、
李
自
成

の
軍
が
京
師
を
占
領
す
る
と
、
蒋
臣
は
京
師
か
ら
逃
げ
出
し
た
。
朱
舞
尊

『静
志
居
詩
話
』
巻
十
九
、
蒋
臣
に
は
以
下

の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
甲
申

(崇
禎
十
七
年
)
の
冠
難
で
、
〔蒋
臣
は
〕
抜
け
道
を
通
っ
て
准
陽

(揚
州
)
に
行
き
、史
公
道
鄭

(道
鄭
は
史
可
法
の
号
)
に
依
っ
た
と
こ
ろ
、

　
　
史
公
は

〔蒋
臣
を
〕
留
め
て
軍
務
に
参
与
さ
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(60
)

　
　
甲
申
冠
変
、
間
道
走
准
陽
、
依
史
公
道
鄭
、
史
公
留
参
軍
務
。

戦
乱
の
中
、
逃
げ
て
き
て
史
可
法
幕
府
に
入
り
、
軍
務
に
関
わ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
施
鳳
儀
　
　
字
は
公
独
。
嘉
定

(江
蘇
省
蘇
州
市
)

の
人
。
字
は
孟
翔
。
生
年
は
不
詳
。
弘
光
元
年

(
一
六
四
五
)

四
月
、
流
れ
矢
に
当
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た

っ
て
死
去
す
る
。
崇
禎
十
年

(
一
六
三
七
)
の
進
士
。
崇
禎
年
間
に
湖
広
武
昌
府
推
官
と
な
る
が
、
後
に
戦
乱
を
避

け
て
南
に
逃
げ
、
史

可
法
幕
府

に
入
る
。

『光
緒
嘉
定
県
志
』
巻
十
七
、
人
物
志
二
、
忠
節
、
施
鳳
儀
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
内
閣
大
学
士
兼
兵
部
尚
書
の
史
可
法
は

〔施
鳳
儀
を
〕
推
薦
し
て
兵
部
職
方
司
郎
中
に
抜
擢
し
、
軍
務
に
参
与
さ
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ね　

　
　
閣
部
史
可
法
薦
擢
職
方
郎
中
、
賛
画
軍
務
。

　
幕
府

で
の
身
分
は
兵
部
職
方
司
郎
中
と

い
え
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
崇
禎
十
七
年
九
月
、
史
可
法
が
と
も
に
出
征
す
る
官
員
を
朝
廷
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お　

請
願
し
て
定
め
た
際
、
施
鳳
儀
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
入

っ
て
お
り
、
彼
の
場
合
、
正
規
の
官
僚
機
構

の
中
か
ら
幕
府
に
入

っ
た
者
で
あ
る
。

ま
た

『青

燐
屑
』
下
巻
に
は
、

　
　

〔弘
光
元
年
四
月
〕
二
十

一
日
、
甘
粛
鎮
の
李
栖
鳳
、
監
軍
道
の
高
岐
鳳
の
軍
が
ひ
き
い
る
兵
四
千
人
が
至
る
と
、
梁
以
樟
、
応
廷
吉
、
張
鋒
、

　
　
施
鳳
儀
、
な
ら
び
に
礼
賢
館
の
諸
生
は
と
も
に

〔揚
州
〕
城
に
入
り
守
衛
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(63)

　
　

二
十

一
日
、
甘
粛
鎮
李
栖
鳳
、
監
軍
道
高
岐
鳳
帥
所
部
兵
四
千
人
至
、
梁
以
樟
、
応
廷
吉
、
張
鐸
、
施
鳳
儀
井
礼
賢
館
諸
生
倶
入
城
守
衛
。

と
あ
り
、
梁
以
樟
、
応
廷
吉
、
張
鐸
等
と
と
も
に
揚
州
城
の
守
備
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「軍
務
」
と
な
っ
た
幕
僚
も
、
前
述
の

「書
記
」
と
同
じ
よ
う
に
、
兵
部
職
方
司
郎
中

(施
鳳
儀
)、
進
士
で
あ
っ
て
も
官

に
就
い
て
な
い
者

(呉

易
)
、
挙
人

(閻
爾
梅
)
、

諸
生

(何
肇
龍
)
、

身
分
不
詳
の
者

(朱
良
諌
や
蒋
臣
)
な
ど
が
い
た
。

入
幕
方
法
は
史
可
法
に
招
聰
さ
れ
る
以
外

に
、
戦
渦
を
避
け
て
逃
げ
て
き
た
り
、
献
策
し
た
り
し
て
幕
府
に
入
る
な
ど
の
方
法
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
施
鳳
儀
の
よ
う
に
、
公
的
な
官
僚

機
構
の
中
か
ら
幕
府
に
参
加
す
る
者
が
い
る
一方
で
、
呉
易
の
よ
う
に
官
に
就
い
て
い
な
い
者
が
入
幕
と
同
時
に
官
を
授
か
り
、
公
的
な
官
僚
機
構
に

組
み
込
ま
れ
て
い
く
場
合
も
あ
っ
た
。
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第
三
節
　
「人
材
の
確
保
」

史
可
法

幕
府
に
は
、
「書
記
」
と

「
軍
務
」
以
外
に
も
う
ひ
と

つ
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
幕
僚
の
役
割
が
あ
る
。
そ
れ

は

「
人
材

の
確
保
」

で
あ
り
、
任
さ
れ
て
い
た

の
は
応
廷
吉
と
い
う
人
物

で
あ
る
。

　
応
廷
吉

　
　
字
は
斐
臣
。
慈
渓

(漸
江
省
寧
波
市
)
の
人
。
天
啓
七
年

(
一
六
二
七
)
の
挙
人
。
徐
州
硯
山

(江
蘇
省
徐
州
市
)

の
知
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

と
な
る
。

崇
禎
十
七
年

(
一
六
四
四
)
七
月
に
、
漸
江
監
察
御
史
左
光
先
の
推
薦
に
よ

っ
て
准
安
府
推
官
と
な
る
。
同
年
九
月
、
史
可
法
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　お
　

出
征
す
る
文
武
の
官
員
を
定
め
た
際
、
応
廷
吉
は
監
紀
推
官
に
任
命
さ
れ
、
以
後
、
史
可
法
に
従

っ
て
幕
府
で
活
躍
す

る
こ
と
に
な
る
。
史

料
中
で
、
史
可
法
が
応
廷
吉
を
招
聰
し
た
と
い
う
明
確
な
記
述
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
が
、
雷
公

・
太
乙

・
六
壬

の
術
数
や
天
文
な

ど
の
学
問
を
究
め
て
い
た
才
能
を
史
可
法
に
見
込
ま
れ
、
幕
府
に
招
か
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
十

一
月
に
は
、
白
洋
河

(江
蘇
省
准
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ　
　

市
付
近
)
に
行

っ
て
史
可
法
指
揮
下
の
総
丘
ハ劉
肇
基
の
軍
を
監
督
す
る
役
目
を
果
た
し
た
。
弘
光
元
年

(
一
六
四
五
)

の
初
め
に
は
、
興
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(67
V

伯
高
傑
が
倒
れ
た
際
、
史
可
法
は
高
傑
の
丘
ハが
散
逸
す
る
こ
と
を
心
配
し
、
応
廷
吉
を
派
遣
し
て
高
傑

の
兵
を
安
撫

さ
せ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
役
割

を
史
可
法
幕
下
で
果
た
し

つ
つ
、
「人
材

の
確
保
」
と
い
う
任
務
も
に
な

っ
て
い
た
。
そ
れ
を
示
す
史
料
と
し

て
、
『史
可
法
集
』
、

史
可
法
別
伝
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
〔崇
禎
十
七
年
五
月
頃
、
兵
を
率
い
て
江
北
を
掠
め
て
い
た
高
〕
傑
が
既
に
去
る
と
、
揚
州
は
落
ち
着
い
た
。
公

(史
可
法
)
は
そ
こ
で
揚
州
に

　
　
幕
府
を
開
く
と
、
は
じ
め
に
礼
賢
館
を
設
置
し
て
、
四
方
か
ら
智
謀
の
士
お
よ
び
天
文
・陰
符

(ま
じ
な
い
)
・遁
甲

(目
く
ら
ま
し
の
術
)
の
諸
々

　
　
の
術
に
通
暁
し
て
い
る
者
を
招
い
た
。
皆
に
食
糧
を
与
え
、
監
紀
推
官
の
応
廷
吉
に
礼
賢
館
の
事
を
管
理
さ
せ
た
。

　
　
傑
既
去
、
揚
州
以
安
、
公
乃
開
府
揚
州
、
首
設
礼
賢
館
、
招
四
方
智
謀
之
士
及
通
暁
天
文

・
陰
符

・
遁
甲
諸
術
者
、
皆
給
魔
饒
、
使
監
紀
官
応
廷

　
　
吉
主
其
事
。
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史
可
法
は
揚
州
に
赴
任
す
る
と
、
間
も
な
く
礼
賢
館
と

い
う
も
の
を
た
て
、
そ
の
仕
事
を
応
廷
吉
に
任
せ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
さ
ら
に

『青

燐
屑
』

下
巻
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

〔弘
光
元
年
〕
洒
州

(安
徽
省
宿
州
市
)
に
駐
屯
す
る
と
い
う
こ
と
が
既
に
決
ま
る
と
、
公

(史
可
法
)
は
応
斐
臣

(応
廷
吉
)
に
言

っ
た
。
礼

　
　
賢
館
の
諸
生
は
と
き
に
は
軍
に
し
た
が
い
、
さ
ら
に
河
防
も
し
て
お
り
、
そ
れ
は
非
常
に
負
担
で
、
大
変
な
苦
労
と
な
っ
て
い
る
。
今
ま
た

〔揚

　
　
州
に

い
る
礼
賢
館
の
諸
士
全
員
が
〕
洒
州
に
赴
く
こ
と
は
重
労
働
で
あ
る
。
君

(応
廷
吉
)
は

〔礼
賢
館
の
諸
士
た
ち
の
〕
才
能
を
評
価
し
て

〔す

　
　
ぐ
れ
た
者
を
選
び
出
し
〕、
能
力
を
量
っ
て
官
を
授
け
、
そ
の
功
績
に
報
酬
を
あ
た
え
て
は
ど
う
か
、
と
。
よ

っ
て
四
月

二
日
に
お
い
て
、
督
撫

　
　

の
衙
門
の
左
脇
で
礼
賢
館
の
諸
士
を
試
験
し
、
合
格
し
た
嘉
禾

(江
蘇
省
蘇
州
市
)
の
帰
昭
、
箆
山

(江
蘇
省
蘇
州
市
)

の
孫
元
凱
等
は
甲
、
乙

　
　
と
し
て
、
な
ら
び
に
唐
大
章
、
唐
妊
、
張
大
武
、
陸
燧
等
に
は
通
判
、
推
官
、
知
県
等
の
官
を
授
け
た
。
…

(中
略
)
…
。
四
月
二
十

一
日
、
甘

　
　
粛
鎮

の
李
栖
鳳
、
監
軍
道
の
高
岐
鳳
の
軍
が
率
い
る
兵
四
千
人
が
至
る
と
、
梁
以
樟
、
応
廷
吉
、
張
鋒
、
施
鳳
儀
な
ら
び
に
礼
賢
館
の
諸
生
は
み

　
　
な

〔揚
州
〕
城
に
入
り
守
衛
し
た
。

　
　
屯
洒
之
議
既
定
、
公

(史
可
法
)
謂
応
桀
臣
日
、
礼
賢
館
諸
生
随
軍
有
時
、
兼
之
河
防
多
負
勤
苦
、
今
又
趨
酒
、
是
重
労
也
。
君
蓋
品
定
才
識
、

　
　
量
能
授
官
、
酬
其
積
鋤
乎
。
因
於
四
月
二
日
、
於
督
撫
左
廟
策
試
諸
士
、
第
嘉
禾
帰
昭
、
毘
山
孫
元
凱
等
為
甲
乙
、
並
授
唐
大
章
、
唐
妊
、
張
大
武
、

　
　
陸
燧
等
通
判
、
推
官
、
知
県
等
官
。
…

(中
略
)
…
。
四
月
二
十

一
日
、
甘
粛
鎮
李
栖
鳳
、
監
軍
道
高
岐
鳳
帥
所
部
兵
四
千
人
至
、
梁
以
樟
、
応
廷
吉
、

　
　
張
鋒
、
施
鳳
儀
並
礼
賢
館
諸
生
倶
入
城
守
衛
。

　
礼
賢
館

の
諸
士
を
試
験
し
て
甲
、
乙
な
ど
の
ラ
ン
ク
を

つ
け
、
通
判
な
ど
の
職
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

で
は
礼
賢
館
に
は
ど

の
よ
う
な
人
材
が
集
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
関
し
て
は

一
一
七
頁
の
表

〈礼
賢
館

の
人
物
〉
を
参
照
さ
れ

た
い
。
史
料
か
ら
確
認

で
き
る
人
物
を
五
十
音
順
で
ー
～
11
ま
で
表
に
ま
と
め
た
。

こ
れ
を
見
る
と
、
2
帰
昭
、
4
胡
如
牲
、
6
張
酒
、
7

張
大
武
、

8
唐
妊
、
9
唐
大
章
、
10
陸
燧
ら
は
み
な
、
の
ち
に
官
を
授
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
功
績
に
よ

っ
て
官
を
与
え
ら
れ
た
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4
胡
如
姓
に
対
し
て
、
2
帰
昭
、
7
張
大
武
、

8
唐
好
、
9
唐
大
章
、
10
陸
燧
ら
に
つ
い
て
は
試
験
を
し
て
甲
、
乙
な
ど
を
決
め
、
知
県

な
ど

の
官
を
授
け
た
。
試
験
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
弘
光
元
年
四
月

の
こ
と
で
、
揚
州
城
陥
落
が
間
近
に
迫

っ
て
お
り

(史
可
法
は
同
月

二
十
五

日
に
死
去
し
て
い
る
)
、
こ
の
よ
う
な
差
し
迫

っ
た
状
況
で
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
人
材
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上

の
こ
と
か
ら
、
史
可
法
幕
府
に
お

い
て
礼
賢
館
と
は
、
人
材
を
プ
ー
ル
し
、
有
能
な
者
を
の
ち
に
何
ら
か
の
官

に

つ
け
て
督
師
指
揮

下
の
地
方
官
と
し
て
配
置
す
る
た
め
に

一
時
的
に
置
い
て
お
く
場
所
で
あ

っ
た
と

い
え
る
。

第
四
章
　
督
師
幕
府
の
歴
史
的
位
置

　
以
上

の
分
析
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
督
師
幕
府
は
督
撫
制
度

の
上
に
ど

の
よ
う

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
考
え

て
み
た
い
。
史
可
法

幕
府

の
構
成
員
を
再
度
整
理
し
て
み
る
と
、
以
下

の
よ
う
に
な
る
。
幕
府
に
入
る
方
法
は
招
聰
、
献
策
、
史
可
法
に
謁
見
し
に
や
っ
て
く
る
、

戦
禍
を
避
け
て
史
可
法
幕
府
に
来
る
、
と

い
う
方
法
が
あ
り
、
幕
僚
の
種
類
は

「書
記
」
・「
軍
務
」
・「人
材
の
確
保
」
の
三
種
に
大
別
さ
れ
た
。

　
次
に
、
幕
僚
を
①
官

に
就

い
て
い
る
者

(正
規
の
官
僚
機
構

の
中
か
ら
幕
府
に
参
加
)、
②
官
に
就

い
て
な
い
者
、

の
二
種
類
に
分
け
て

み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
①
応
廷
吉

(監
紀
推
官
)
、
黄
日
芳

(兵
部
職
方
司
郎
中
)、
施
鳳
儀

(兵
部
職
方
司
郎
中
)

　
②
閻
爾
梅

(挙
人
)、
王
之
槙

(貢
生
)、
何
墓
龍

(諸
生
)、
襲
之
厚

(身
分
不
詳
)、
顧
起
龍

(身
分
不
詳
)、
朱
良
諌

(身
分
不
詳
)、
蒋
臣

(身
分
不
詳
)、
唐
経
世

(身
分
不
詳
)、
陸
暁

(身
分
不
詳
)、
李
標

(貢
生
)

　
こ
こ
で
呉
易

(進
士
で
あ

っ
た
が
官
に
つ
い
て
お
ら
ず
、
入
幕
と
同
時
に
兵
部
職
方
司
主
事
を
授
か
る
)
の
み
①

・
②
の
分
類
に
入

っ
て

い
な

い
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
呉
易
の
場
合
、
官
に
就

い
て
い
な
か

っ
た
が
、
史
可
法
が
朝
廷
に
上
奏
し
た
こ
と
で
、
兵
部
職
方
司
主
事

を
授
か
り

、
公
的
な
官
僚
機
構
に
組
み
込
ま
れ
て
②
か
ら
①

へ
移
行
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
管
見
の
限
り
督
撫
幕
府
に
は
見
ら
れ
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な

い
。
そ

の
理
由
は
前
稿

で
考
察
し
た
よ
う
に
、
督
撫
に
は
幕
僚
を
招
聰
す
る
権
限
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
督
師
に
は
、
自
分

の
幕
府
の
中
で
、
有
能
な
幕
僚
を
朝
廷
に
推
薦
し
て
官
を
授
け
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
お
り

、
②
か
ら
①

へ
の
移

行
現
象
は
、
督
師
幕
府
な
ら
で
は
の
も

の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
①

と
②

の
幕
僚
を
確
保
し
て
督
師
の
任
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る

一
方

で
、
清
軍
が
間
近
に
迫
り
、
時

々
刻
々
と

戦
況
が
変
化
し
て
い

た
当
時
に
お

い
て
は
、
よ
り
優
秀
な
者
を
迅
速
に
見
抜
い
て
抜
擢
し
、
督
師
指
揮
下

の
地
方
官

(通
判
や
推
官
な
ど
)

と
し
て
組
み
込
む
必

要
が
あ

っ
た
。
ゆ
え
に
、
地
方
官
の
予
備
軍
を
プ
ー
ル
す
る
目
的
で
礼
賢
館
が
設
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

　
史
可
法
幕
府

の
礼
賢
館
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
第

一
章
で
少
し
触
れ
た
督
師
孫
承
宗
幕
府
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
の
幕
府
は
、

史
可
法
幕
府
よ
り
十
数
年
前

の
天
啓
年
間
に
存
在
し
た
。
孫
承
宗
幕
府
に
も
何
名
か

の
幕
僚
が
お
り
、
さ
ら
に
幕
中
に
は
六
館
と

い
う
館
舎

が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
六
館
と
は
、
孫
承
宗
が
人
材
を
あ

つ
め
る
た
め
に
設
け
た
六

つ
の
建
物
の
総
称
で
、
孫
鐙

『高

陽
太
傅
孫
文
正
公
年

譜
』
巻
三
は
、
六
館
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
載
す
る
。

　
　
天
啓
三
年

(
一
六
二
三
)
癸
亥
、
公

(孫
承
宗
)
六
十

一
歳
。
公
は
山
海
関
に
出
鎮
し
た
。
…

(中
略
)
…
。
六
館
を
た
て
て
天
下
の
豪
傑
を
招

　
　

い
た
。

一
つ
は
占
天
館
、
お
よ
そ
四
方
四
隅
の
風
を
う
か
が
い
吉
凶
を
う
ら
な
う
術
、
三
式

(雷
公
・太
乙
・六
壬
の
術
数
)
に
通
暁
し
て
い
る
者
。

一
つ
は
察

地
館

、

お
よ

そ
敵

人

の
部
落

が
あ

る

山
川

や
要

害

の
地

の
尺
度

に
通

じ
、
陣

地
を

設
置

し

た
り

屯

田
や
水

利
を

お

こ
な

う
者

。

一
つ
は

訳

審
館

、

お
よ

そ
敵

の
文

字
を

書

き
、

敵

の
言
語

お

よ
び

敵
情

に
通

暁

し

て

い
る
者
。

一
つ
は
偵

諜

館
、

お
よ

そ
知

能

が
優

れ

て

い
て
聡
く

、

や

す

や
す

と
敵

の
拠
点

の
境

界

に
出

入
り

し

て
、
敵

の
拠

点

を
行

き
来

す

る

こ
と

が

で
き

る
者

。

一
つ
は
異
材

剣

侠
館

、

お
よ

そ
才

能

が
あ

っ
て
外

国

に
使

い
し
た

り
、

ま

た
剣
術

が

荊
贔

の
流

の
如

き
腕

前

を
も

つ
者

。

一
つ
は
大
力

捷

足
館

、

お
よ

そ
千
斤

か

ら

六
百
斤

～

七
百

斤

に

い
た
る
重

い
も

の
を

ひ

っ
ぱ

っ
て
持

ち

上
げ

る

こ
と
が

で
き

、
ま

た

ひ
さ

し

の
上
を

飛

ん

で
壁

を

走
り

、

日
に
数

百

里
を

行
く

こ
と

が

で
き

る
者

た
ち

が
集

め
ら

れ
た
。
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天
啓
三
年
癸
亥
公
六
十

一
歳
。
公
出
鎮
山
海
関
。
…

(中
略
)
…
、
立
六
館
招
天
下
豪
傑
。

一
占
天
館
、
凡
通
仰
観
風
角
三
式
者
。

一
察
地
館
、

　
　
凡
通
敵
人
部
落
道
里
山
川
随
塞
安
営
塞
、
及
屯
田
水
利
者
。

一
訳
審
館
、
凡
識
写
敵
字
通
暁
敵
語
、
及
情
者
。

一
偵
諜
館
、
凡
精
敏
便
利
能
出
入

　
　
敵
境
諸
敵
所
往
来
者
。

一
異
材
剣
侠
館
、
凡
材
能
使
外
域
、
及
有
剣
術
如
荊
最
之
流
者
。

一
大
力
捷
足
館
、
凡
力
能
挽
強
挙
重
至
千
斤
或
六
七
百
斤
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　れ
　

　
　
及
飛
蒼
走
壁
日
行
数
百
里
者
。

　
分
野
ご
と
に
専
門
的
に
占
天
館

・
察
地
館

・
訳
審
館

・
偵
諜
館

・
異
材
剣
侠
館

・
大
力
捷
足
館
の
六
館
が
建
て
ら
れ
、
占
星
術
師

・
諜
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

員

・
翻
訳

お
よ
び
通
訳

・
忍
術
師

・
剛
力
な
ど
の
実
務
を
こ
な
す
人
材
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館
に
集
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
六
館

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(72)

設
置
場
所

は
督
師
孫
承
宗
が
駐
屯
し
て
い
た
山
海
関
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
礼
賢
館

の
よ
う
に
、
試
験
の
実
施
や
、
あ
る
い
は
館
に
居

た
者
の
人
名
等

の
詳
細
は
管
見

の
限
り
明
ら
か
で
は
な

い
。
重
要
な

の
は
、
史
可
法
幕
府

の
礼
賢
館
や
、
孫
承
宗
幕
府

の
六
館
と
い
っ
た
実

務
要
員
確
保

の
た
め
の
館
舎
が
、
督
師
幕
府
に
の
み
見
ら
れ
、
督
撫
幕
府
に
は
存
在
し
な

い
も

の
で
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

で
は
、

こ
う
し
た
実
務
要
員
プ
ー
ル
の
た
め
の
館
舎
は
、
な
ぜ
督
師
幕
府
に
だ
け
設
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
督
師

に
与
え
ら

れ
た
権
限
は
強
く
、
管
轄
範
囲
も
広
大

で
、
地
方

の
督
撫
、
布
政
使
司
、
按
察
使
司
、
都
指
揮
使
司
、
お
よ
び
総
兵
官
系
統
の
武

官
す
べ
て
を
傘
下
に
お
さ
め
た
。
こ
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
に
あ
る
督
師
に
と

っ
て
、
そ
れ
に
見
合
う
任
務
を
遂
行
す
る
に
は
、
手
元
に
有
能
な

人
材
を
獲
得
し
、
統
治
下
の
地
域

へ
い
か
に
的
確
に
人
材
を
派
遣

・
配
置
す
る
か
が
最
も
重
要

で
、
ゆ
え
に
専
門

の
館

舎
を
備
え
、
人
材
収

集
を
お
こ
な

っ
た
の
だ
と

い
え
る
。
督
師
史
可
法

の
管
轄
す
る
範
囲
は
、
准
安
府

・
揚
州
府
お
よ
び
四
鎮
が
お
さ
め
る
地
域
で
、
明
王
朝
滅

亡
寸
前
の
当
時
、
よ
り
有
能
な
人
材
を
地
方
官
と
し
て
官
に
つ
け
、
督
師
指
揮
下
の
地
域
に
置
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
人
材
確
保
の

場
と
し
て
礼
賢
館
が
設
置
さ
れ
た
。

　

一
方
、
時
代
は
遡
る
が
、
天
啓
年
間
の
督
師
孫
承
宗
の
管
轄
す
る
山
海
関
お
よ
び
葡
州

・
遼
東

・
天
津

・
登
州

・
莱

州
に
お

い
て
は
、
南

下
す
る
清

軍
を
く

い
と
め
る
た
め
、
敵
地
に
潜
入
し
て

一
刻
も
は
や
く
敵
軍
の
情
報
を
入
手
す
る
諜
報
員
等

の
人
材
が
多
く
必
要
で
あ
り
、
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ゆ
え
に
察

地
館

・
偵
諜
館
な
ど

の
館
舎
を
建
て
て
人
材
を
確
保
し
た
の
で
あ
る
。
督
師
史
可
法
の
礼
賢
館
と
督
師
孫
承
宗
の
六
館
と
で
は
、

具
体
的
な
施
策
は
異
な
る
が
、
時
と
場
所
に
応
じ
た
人
材
を
集
め
る
と
い
う
点
で
は
目
的
が

一
致
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
督
師

の
独
断
で
専

門
の
館
舎
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
督
師
自
身
に
は
人
材
を
プ
ー
ル
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
こ
こ
で
、
第

一
章

で
指
摘
し
た
何
齢
修
氏

の
研
究
の
問
題
点
に
対
す
る
答
え
を
総
括
し
た
い
。
ま
ず
、幕
府
人
員
の
役

割
に
つ
い
て
見
る
と
、

史
可
法
幕
府

の
人
員
は

「
書
記
」
・
「
軍
務
」
・
「
人
材
の
確
保
」
と

い
う
三
種
の
幕
僚
と
、
地
方
官
予
備
軍
と
し
て
通
判

や
推
官
な
ど
に
就
け

る
た
め
に
集
め
ら
れ
た
礼
賢
館
の
人
員
と
に
分
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
幕
府
人
員
の
定
義
を
明
確
に
す
る
と
、
「書
記
」
・「
軍
務
」
・「人
材
の
確
保
」

を
担

っ
た

三
種

の
人
員
が
幕
僚
で
、
礼
賢
館
に
集
め
ら
れ
た
者
は
地
方
官
予
備
軍
と
し
て
の
人
員
で
あ
り
、
幕
僚
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
れ

は
孫
承
宗
幕
府

の
六
館
に
集
め
ら
れ
た
者
達
に
も
言
え
る
こ
と
で
、
か
れ
ら
は
諜
報
活
動
等
の
任
務
を
か
せ
ら
れ
た
人
員
に
過
ぎ

ず
、
幕
僚
と
は
言
え
な

い
。

　
次
に
、
歴
代
幕
府
制
度

の
中
に
お
け
る
史
可
法
幕
府
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
考
え
方
が
で
き
る
。
督
師
は
、
明
末
と
い
う

危
急

の
時
代
が
要
請
し
た
職
務
で
、
特
殊
な
ポ

ス
ト
で
あ

っ
た
。
督
師
指
揮
下
で
実
務
を
こ
な
す
人
材
の
善
し
悪
し
は
、
当
然
明
王
朝
の
命

運
を
左
右
す
る
わ
け
で
、
督
師
自
身
の
手
腕
に
す

べ
て
が
か
か

っ
て
い
た
。
明
末

の
混
乱
し
た
時
期
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
督
師
幕
府
は
存
在

し
、
手
元

の
有
能
な
幕
僚
に
は
、
督
師
が
朝
廷
に
上
奏
し
て
、
兵
部
職
方
司
主
事
な
ど
の
官
を
授
け
て
重
用
し
た
。
ま

た

一
方
で
質

の
高

い

地
方
官
予
備
軍
を
素
早
く
獲
得
す
る
た
め
に
は
館
舎
を
置
か
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
史
可
法
幕
府

の
場
合
に
は
礼
賢
館
が
設
置
さ
れ
た
。

そ
う
し
た
施
策
を
可
能
と
す
る
だ
け
の
権
限
が
、
督
師
に
は
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
督
師
幕
府
は
特
殊
明
末
的
な

幕
府
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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お

わ

り

に

　
明
末
に
督
師
が
設
置
さ
れ
た
理
由
を
こ
こ
で
再
度
ま
と
め
て
お
き
た

い
。
天
啓
年
間
か
ら
崇
禎
年
間
に
か
け
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

同
時
に
勃
発
し
、
遼
東
方
面
か
ら
は
清
軍
の
侵
攻
、
李
自
成

・
張
献
忠
な
ど
の
流
賊
は
、
陳
西

・
山
西

・
河
北

・
河
南

・
湖
北

・
湖
南
な
ど

各
地

へ
移
動
し
暴
動
を
く
り
か
え
し
た
。
清
軍
の
侵
攻
や
流
賊

の
反
乱
は
、
す
ぐ
さ
ま
終
息

へ
向
か
う
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に

一
箇
所
で

発
生
し
た
も
の
で
は
な

い
た
め
、
討
伐
対
象
と
な
る
範
囲
は
広
く
、
討
伐
期
間
も
長
期
に
わ
た

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
明
末

の
危
急
の
事
態
に

お

い
て
は
、
従
来

の
督
撫
と
は
異
な
る
も

っ
と
強

い
権
限
を
持

っ
た
指
揮
官
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
督
師
が
置

か
れ
、
何
省
に
も
ま

た
が
る
広
域
を
統
轄
し
て
臨
機
応
変
に
軍
を
動
か
し
、
迅
速
に
事
を
処
理
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
督
師
を
支
え
た

の
が
本
稿
で
分
析
し

た
督
師
幕
府
の
幕
僚
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら

の
役
割
や
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
本
論
中
で
分
析
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
督
師
と

い
う
存

在
は
、
管

見
の
限
り
清
代
の
史
料
中
に
は
現
れ
ず
、
少
な
く
と
も
清
朝
が
新
た
に
督
師
を
設
置
し
た
形
跡
は
ま

っ
た
く
見
当
た
ら
な

い
。
そ

の
意
味
で
は
、
督
師
と
は
明
末
に
特
有
の
存
在

で
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

一
方
、
明
代
の
督
撫
は
設
置
以
来
、
存
廃
を
繰
り
返
し
て
明
末
に
至
り
、
こ
れ
が
固
定
化

・
制
度
化

へ
と
向
か
い
は
じ
め
る
の
は
清
代
乾

隆
年
間

(
一
七
三
五
年
～

一
七
九
五
年
)
の
こ
と
で
あ
る
。
督
撫
幕
府
の
研
究
は
、
太
平
天
国
の
乱
以
降
の
い
わ
ゆ
る
晩
清
と
言
わ
れ
る
時

期
を
扱

っ
た
も
の
が
大
半
で
、
清
代
乾
隆
年
間
の
督
撫
幕
府
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。
巨
大
化
す
る
晩
清

の
督
撫
幕
府
と
、
乾

隆
年
間
の
督
撫
幕
府
は
、
構
造
や
幕
府
構
成
員

の
結
合
原
理
等
が
当
然
異
な
る
も

の
と
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
研
究
は
目
下
の
と
こ
ろ
手
付

か
ず
の
状
態
に
あ
る
。

　
だ
が
、
明
代
に
始
ま
る
督
撫
幕
府
を
晩
清
に
向
か

っ
て
通
時
的
に
検
討
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
幕
府
制
度
が
確
立
し
た
と
さ
れ
る
乾
隆
年
間

の
督
撫
幕
府
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
そ
の
際
、
本
稿
で
み
た
督
師
幕
府

の
性
質
は
、
乾
隆
年
間
の
督
撫
幕

府
に
受
け
継
が
れ
て



い
る
の
か
否
か
。
も
し
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
督
師
幕
府
の
ど
の
よ
う
な
点
が
乾
隆
年
間
の
督
撫
幕
府
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る

　
　お
　

の
か
。
そ

の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
乾
隆
年
間
の
督
撫
幕
府
に
焦
点
を
あ
て
、
幕
府

の
構
造
と
幕
府
構
成
員

の
結
合
原
理
を
あ
ら

た
め
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
考
察
を
通
し
て
初
め
て
、
明
代
、
清
代
、
そ
し
て
晩
清
と

い
う
督
撫
幕
府

制
度
の
流
れ
が
繋
が

る
と
と
も

に
、
督
師
幕
府
の
歴
史
的
位
置
も
よ
り
明
瞭
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
本
稿
は
そ
の
た
め
の
予
備
作
業
と
言

っ
て
よ
く
、
督
師
幕
府

の

一
端
を

明
ら
か
に
し
た
に
す
ぎ
な

い
。
す
べ
て
今
後

の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た

い
。
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註(1
)
方
建
春

「秦
漢
時
期
幕
府
制
度
的
形
成
」
『寧
夏
社
会
科
学
』
二
〇
〇
五
年
第
六
期
な
ど
を
参
照
。

(2
)
方
建
春

「論
魏
晋
南
北
朝
時
期
的
幕
府
制
度
」
『寧
夏
社
会
科
学
』
二
〇
〇
六
年
第
六
期
な
ど
を
参
照
。

(3
)
石
雲
涛

『唐
代
幕
府
制
度
研
究
』
(中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
)、
程
遂
営

「
五
代
幕
府
文
職
僚
佐
」
(『南
都
学
壇
』
二
〇
〇

一

　

年
第
五
期
)
な
ど
を
参
照
。

(4
)
周
国
平

・
張
春
生

「宋
代
幕
府
的
発
展
述
論
」
『河
北
大
学
学
報
』
二
〇
〇
四
年
第
五
期
な
ど
を
参
照
。

(5
)
張
躍
銘

「略
論
那
経
」
『内
蒙
古
社
会
科
学
』

一
九
八

一
年
第
五
期
な
ど
を
参
照
。

(
6
)
同
。
ぎ

算

囚
①
暮

Φ
爵

炉

写

団①
昌
量

9

①
ω
貫

〉
邑

○
巳

Φ
謎

⊆
①
ω
自

冨

ζ
¢
-曽

ω
く
ω8
日

ぎ

けげ
①
い
馨

〇
三

農

℃
9

・
島
』

昌
団く
Φ
邑

蔓

。
h

　

O
9
ま
。
目
ド

牢

Φ
ω
ρ

一⑩
①
。゚
。

(
訳

書

は
、

K

・
E

・
福

爾

索

婦

『
朋

友

・
客

人

・
同

事

"
晩

清

幕

府

制

度

研

究

　

中

国

近

代
史

研

究

訳

叢
』

　

中
国

社

会

科

学

出
版

社

、

二

〇

〇

二
年

)

に

お

い
て
、

明
清

時

代

の
幕
府

は
そ

れ

以

前

の
幕

府

と

は

異

な

り
、

純

粋

に
私

的

な

性

格

を
持

　

ち
、

政
府

と

は

関
係

が

な

い
も

の
で
あ

る
と

述

べ

て

い
る
が

、
明

代

幕
府

の
分
析

は
行

な

っ
て

い
な

い
。

ほ

か

に
は
、

牛

秋
実

『李

鴻

章

幕

　

府
』
、

張

学
継

『衷

世
凱

幕

府
』
、

劉
建

強

『曽

国
藩

幕

府
』
、

黎
仁

凱

『張

之
洞

幕
府

』

(以

上
、

『晩
清

四

大
幕

府
叢

書
』
、

中
国
広

播

電
視

、
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二
〇
〇

五
年

)
な

ど
を
参

照
。

(
7
)
前

掲

註

6
を
参

照
。

(
8
)
謬

全
吉

『清

代

幕
府

人
事

制
度
』

中

国
人

事
行

政
月

刊
社

、

一
九

七

一
年

。

(
9
)

『故
宮

博
物

院
刊

』

二
〇

〇
六
年

第

五
期
。

(
10
)

北
京
大

学
出

版

社
、

二
〇

〇
六

年
。

(
11
)

『
院
西

学
院

学
報

』

二
〇

〇

一
年

第

一
期
。

(
12
)

『
中
国

史
研
究

』

二

〇
〇

一
年
第

二
期

、

の
ち

『明
代

儒

学
生

員
与

地
方

社
会
-

社

科
学

術
文

庫
』
、
中

国
社

会
科

学

、

二
〇
〇

五

に
収
録

。

(
13
)

『
源
州

学
院

学
報
』

二
〇

〇
八
年

第

四
期
。

(
14
)

『史

窓
』

第

六
十

七
号

、

二
〇

一
〇
年

。

(
15
)

た
と

え

ば
唐

代

の
節

度

使
、

観
察

使

な

ど
を

指

す
。

使
職

に

つ

い
て
は
、

寧

志
新

『階

唐

使

職
制

度

研
究

』

(中
華

書

局
、

二
〇

〇

五
年
)

　

な
ど

の
研
究

を
参

照
。

(16
)
辟
召
に
つ
い
て
は
、礪
波
護

「中
世
貴
族
制
の
崩
壊
と
辟
召
制
-

牛
李
の
党
争
を
手
が
が
り
に
ー

」
(『東
洋
史
研
究
』
第
二

一
巻
第
三
号
、

　
　
一
九
六
二
年
)、
礪
波
護

「唐
代
使
院
の
僚
佐
と
辟
召
制
」
(『神
戸
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
二
号
、

一
九
七
二
年
)
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。
ま

　

た
郭
潤
涛

「中
国
幕
府
制
度
的
特
徴
、
形
態
和
変
遷
」
(『中
国
史
研
究
』

一
九
九
七
年
第

一
期
)
で
は
、
「幕
僚
制
11
辟
召
制
」
か
ら

「幕
友

　

制
H
招
聴
制
」
へ
と
い
う
図
式
を
提
示
し
、
そ
の
転
換
を
明
代
に
求
め
よ
う
と
試
み
た
が
、
あ
ま
り
に
機
械
的
な
理
解
と
な
っ
て
い
る
。

(17
)
明
代
の
総
督
・巡
撫
に
関
す
る
研
究
に
は
、
奥
山
憲
夫

「明
代
巡
撫
制
度
の
変
遷
」
(『東
洋
史
研
究
』
第
四
五
巻
、
一
九
八
六
年
。
の
ち

『明

　

代
軍
政
史
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
に
収
録
。
)、
郭
紅
等
著

『中
国
行
政
区
劃
通
史
-
明
代
巻
』
(復
旦
大
学
、

二
〇
〇
七
年
)、
斬
潤

　

成

『博
士
論
文
叢
書
　
明
朝
総
督
巡
撫
轄
区
研
究
』
(天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年
)
、栗
林
宣
夫

「明
代
巡
撫
制
度

の
成
立
に
就
て
」
(
『史
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潮
』
第
十

一
年
第
三
号
、

一
九
四

一
年
)
、
張
哲
郎

『明
代
巡
撫
研
究
』
(文
史
哲
出
版
社
、

一
九
九
五
年
)、
本
橋
大
介

「明

・
正
統
年
間
に

　

お
け
る
総
督
軍
務
の
職
掌
」
(『大
学
院
年
報
』
第
二
十
二
号
、
二
〇
〇
四
年
)、
同

「明
代
成
化
年
間
に
お
け
る
総
督
軍
務
の
地
方
常
設

　

常
設
の
嗜
矢
と
し
て
の
総
督
両
江
軍
務
を
中
心
に
　
　
」
(『立
正
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
十
七
号
、
二
〇
〇
五
年
)、
同

「明
代
中
期
に
お
け

　

る
総
制
陳
西
三
辺
軍
務
の
常
設
」
(
『明
代
中
国
の
歴
史
的
位
相
"
山
根
幸
夫
教
授
追
悼
記
念
論
叢
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
)
な
ど
が
あ
る
。

(18
)
陳
宝
良

「明
代
幕
賓
制
度
初
探
」
『中
国
史
研
究
』
二
〇
〇

一
年
第
二
期

　
　

在
地
方
衙
門
、
上
督
師

・
経
略

・
総
督

・
巡
撫
、
下
至
府

・
州

・
県
各
衙
門
、
均
聰
幕
賓
、
甚
至
武
将

・
軍
衛
也
有
聰
幕
賓
者
。
督
師
開

　
　

府

一
方
、
自
辟
幕
府
、
在
明
末
常
見
其
例
。
如
孫
承
宗
督
師
、
専
設
占
天

・
察
地

・
訳
審

・
偵
諜

・
異
材
剣

・
大
力
六
館
、
招
聰
天
下
豪
傑
。

　
　

其
中
入
幕
最
著
名
者
、
当
数
諸
生
茅
元
儀
、
他
充
賛
画
、
"留
幕
中
〃。
史
可
法
督
師
、
開
府
揚
州
、
曾
設
礼
賢
館
、
"招
四
方
智
謀
之
士
及

　
　

通
暁
天
文

・
陰
符

・
遁
甲
諸
術
者
"、

一
時
幕
客
叢
集
、
人
材
済
済
。

(19
)
孫
承
宗
は
高
陽

(河
北
省
保
定
市
)
の
人
で
、
字
は
稚
縄
、
号
は
榿
陽
、
万
暦
三
十
二
年
の
進
士
。
嘉
靖
四
十
二
年
に
生
ま
れ
、
崇
禎

　

十

一
年
に
世
を
去
る
。
天
啓
二
年
、
六
十
歳
と
い
う
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
兵
部
尚
書
兼
東
閣
大
学
士
の
身
分
で
対
清
軍
の
督
師
に
な
る
。

　

天
啓
二
年
八
月
か
ら
天
啓
五
年
九
月
ま
で
の
約
四
年
問
山
海
関
に
駐
屯
し
、
山
海
関
お
よ
び
葡
州

・
遼
東

・
天
津

・
登
州

・
莱
州
の
軍
務
を

　

監
督
す
る
督
師
と
し
て
遼
東
防
衛
を
指
揮
し
た

(孫
承
宗

『閲
関
奏
稿
』
巻

一
、
天
啓
二
年
、
同

『督
師
奏
疏
』
巻

一
、
天
啓
二
年
、
『明
蕪

　

宗
実
録
』
天
啓
二
年
八
月
乙
酉
)
。
こ
れ
が
第

一
次
幕
府
期
間
で
あ
る
。
病
気
療
養
を
理
由
に
天
啓
五
年
に
一
旦
職
を
退
く
が
(『明
喜
川宗
実
録
』

　

天
啓
五
年
九
月
丙
午
)
、
崇
禎
二
年
十

一
月
、
六
十
七
歳
の
孫
承
宗
は
再
び
呼
び
戻
さ
れ
て
督
師
に
再
任
し
、
こ
れ
が
第

二
次
幕
府
期
間
と
な
る
。

　

こ
の
と
き
は
少
師
兼
太
子
太
師
、
吏
部
尚
書
、
中
極
殿
大
学
士
兼
兵
部
尚
書
と
し
て
通
州

(河
北
省
北
京
市
)
や
山
海
関
に
駐
屯
し
た

(『崇

　

禎
長
編
』
巻
二
十
八

、
崇
禎
二
年
十

一
月
辛
卯
、
陳
済
生

『天
啓
崇
禎
両
朝
遺
詩
』
小
伝
、
孫
文
忠
公
、
『明
史
』
巻
二
百
五
十
、
孫
承
宗
伝
)
。

　

孫
承
宗
に
関
す
る
研
究
に
は
、
楊
延
欣

『大
学
士
孫
承
宗
』
(中
国
社
会
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
)、
余
三
束

「孫
承
宗
保
衛
北
京
述
論
」
(『北
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京
社
会
科
学
』

一
九
九
四
年
第
三
期
)
な
ど
多
数
あ
る
。
ま
た
孫
承
宗
の
身
近
で
活
躍
し
た
人
物
に
焦
点
を
あ
て
た
盧
子
震

「鹿
善
継
評
伝
」

　

(『河
北
大
学
学
報
』

一
九
八
五
年
第
三
期
)、
孔
徳
麟

「
『車
営
叩
答
合
編
』
初
探
」
(『軍
事
歴
史
研
究
』

一
九
九
〇
年
第
二
期
)
な
ど
の
研

　

究
も
あ
る
が
、
幕
府
や
幕
僚
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
研
究
で
は
な
い
。

(20
)
『燕
京
学
報
』

一
九
九
七
年
第
三
期
～

一
九
九
八
年
第
四
期
。

(21
)
『江
海
学
刊
』
二
〇
〇
二
年
第
四
期
。

(22
)
史
可
法
に
関
す
る
研
究
に
は
、
夏
元

「史
可
法
死
守
揚
州
」
(『南
京
師
範
大
学
文
学
院
学
報
』

一
九
九
九
年
第
十
二
期
)、
呉
蔚

「史
可
法

　

与
揚
州
十
日
」
(『党
政
幹
部
文
摘
』
二
〇
〇
六
年
第
三
期
)、張
建
安

「史
可
法
在
南
明
的
両
難
境
地
」
(『史
海
鈎
況
』
二
〇
〇
九
年
第
十

一
期
)

　

な
ど
が
あ
る
が
、
夏
元
氏
、
呉
蔚
氏
、
張
建
安
氏
は
み
な
参
考
史
料

・
参
考
文
献
の
提
示
を
し
て
お
ら
ず
不
鮮
明
な
点
が
多
い
。

(23

)
督

師

に

つ
い
て

は
、
拙

稿

「
明

末

の
督

師

と
経

略
i

督
撫

制

度

と

の
関

わ
り

か

ら
見

た

」

(
『洛

北
史

学
』

第

十

三
号

、

二

〇

一
一
年

に

　

掲
載
予
定
)
を
参
照
。

(24
)
『楊
嗣
昌
集
』
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
五
年
。

(25
)
高
陽
孫
承
宗

『督
師
奏
疏
』
巻

一
、
奏
為
経
略
遽
難
得
人
願
請
身
親
督
理
関
城
兵
務
事

(『中
国
文
献
珍
本
叢
書
』、
全
国
図
書
館
文
献
縮

　

微
復
制
中
心
、
二
〇
〇
七
年
)
、
『明
蕪
宗
実
録
』
天
啓
二
年
八
月
乙
酉
、
『明
史
』
巻
二
百
五
十
、
孫
承
宗
伝
。

(26
)
呉
廷
熾
又
『明
督
撫
年
表
』
(『二
十
四
史
研
究
資
料
叢
刊
』
、
中
華
書
局
、

一
九
八
二
年
)。

(27
)
尚
方
剣
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
趙
中
男

『明
代
宮
廷
典
制
史
』
下
巻
、
第
十
章
、
巡
守
、
監
国
与
軍
礼

(『明
代
宮
廷
史
研
究
叢
書
』
、
紫

　

禁
城
出
版
社
、
二
〇

一
〇
年
)
、
柏
樺

「明
代
賜
尚
方
剣
制
度
」
(『古
代
文
明
』
二
〇
〇
七
年
第
四
期
)
な
ど
を
参
照
。

(28
)
史
元
慶

『史
可
法
先
生
年
譜
』
巻

一
、万
暦
三
十
年
至
天
啓
七
年

(『華
欣
叢
書
』
廿
五
、
華
欣
文
化
事
業
中
心
、

一
九
七
九
年
)。

(29
)
前
掲
、
『史
可
法
先
生
年
譜
』
巻
二
、
崇
禎
元
年
至
崇
禎
十
三
年
。
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(30
)
『史
可
法
集
』
台
湾
商
務
印
書
館
発
行
、

一
九
七
四
年
、
『明
史
』
巻
二
百
七
十
四
、
史
可
法
伝
。

(31
)
前
掲
註
28
参
照
。

(32
)
黄
開
華

『明
史
論
集
』
二
、
補
明
史
南
京
七
卿
年
表

(開
発
印
務
公
司
、

一
九
七
二
年
)、
前
掲

『史
可
法
先
生
年
譜
』
巻
三
、
崇
禎
十
四

　

年
至
十
六
年
。

(33
)
前
掲
、
『史
可
法
先
生
年
譜
』
巻
四
、
崇
禎
十
七
年
正
月
至
十
二
月
。

(34
)
応
廷
吉

『青
燐
屑
』
上
巻

(『台
湾
文
献
史
料
叢
刊
』
大
通
書
局
、

一
九
八
七
年
)

　
　

五
月
、
閣
臣
高
弘
図
、
枢
臣
史
可
法
、
督
臣
馬
士
英
、
内
監
韓
賛
周
、
盧
九
徳
、
科
臣
李
沽
、
台
臣
左
光
先
等
共
擁
福
藩
世
子
正
位
南
京
、

　
　

改
元
弘
光
、
遺
臣
分
道
安
撫
天
下
、
従
龍
定
策
諸
臣
進
位
有
差
。

(35
)
崇
禎
十
七
年
五
月
、
朝
廷
で
誰
を
出
鎮
さ
せ
る
か
議
論
に
な

っ
た
際
、
馬
士
英
は
出
鎮
を
望
ま
ず
、
史
可
法
を
朝
廷
か
ら
出
す
よ
う
に
仕

　

向
け
た
。
そ
の
と
き
の
こ
と
を
応
廷
吉

『青
燐
屑
』
上
巻
は
、
「上
命
諸
臣
集
議
、
誰
任
居
守
、
誰
任
督
守
。
内
監
韓
賛
周
言
於
衆
日
、
馬
相

　

公
才
大
略
、
堪
任
督
師
。
史
相
公
安
静
寧

一
、
堪
任
居
守
。
士
英
不
楽
出
鎮
、
辞
日
、
吾
往
歳
檎
劉
超

・服
老
同
同
、
多
負
勤
苦
、
筋
力
懲
　
、

　

無
能
為
也
。
史
老
先
生
、
鎮
撫
院
城
、
屡
建
奇
績
、
目
今
番
山
鶴
已
至
准
南
、
准
安
士
民
仰
公
盛
徳
、
不
膏
明
神
慈
父
。
督
是
師
者
、
非
公
而
誰
。
」

　

と
記
載
し
て
い
る
。

(36
)
兼
掌
と
い
う
記
載
は
史
料
中
に
確
認
で
き
、
内
閣
大
学
士
と
六
部
尚
書
の
兼
掌
は
嘉
靖
年
間
こ
ろ
か
ら
見
ら
れ
る
。
ほ
か
に
嘉
靖
年
間
の

　

厳
嵩
は
武
英
殿
大
学
士
と
礼
部
尚
書

(八
ヶ
月
間
)、
徐
階
は
東
閣
大
学
士
と
礼
部
尚
書

(
一
ヶ
月
間
)
、
崇
禎
年
間
の
楊
嗣
昌
は
東
閣
大
学

　

士
と
兵
部
尚
書

(十
五
ヶ
月
問
)
と
い
っ
た
例
が
あ
る
。
内
閣
大
学
士
の
兼
掌
に
つ
い
て
は
、
謳
天
星

『明
代
内
閣
政
治
』
(中
国
社
会
科
学

　

出
版
、

一
九
九
六
年
)

一
〇
六
頁
～

=

四
頁
、
楊
維
波

「明
代
閣
権
与
部
権
之
争
歴
史
軌
跡
」
(『上
海
師
範
学
院
学
報
』
、
二
〇
〇
九
年
第

　

一
期
)
な
ど
を
参
照
。
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(37
)

談
遷

『棄

林
雑

組
』

仁

集
、

逸
典

、
史

相
国

督
師

(
『
元
明

史
料
筆

記

叢

刊
』
、

中
華

書
局

、

二
〇

〇
六
年

)

　

　

鳳
督
馬

士

英
挟

迎
攣

之
功

、
自
江

北
来

朝
、

不
欲

出
鎮

。
故
事

、
輔

臣

必
有

入
閣

辮
事

之
旨

。
士

英
特

繋
街

大
学

士
、

非
内

任
、
寛

拠
政

府
。

　

　

史

相

国
度

不
能
外

、

自
請

出
鎮

。
鋳

督
師

輔
臣

之
印

。

(38
)

前
掲

、
応

廷
吉

『青

燐

屑
』

上
巻

　

　

願
受
命

。

越
数

日
、

遂
進

太
子

太
保

、
兵

部
尚

書
、

武
英

殿
大

学

士
、

視
師

准
揚

。
朝

議

既
定
、

以
史

公
督

師

准
揚

。

(39
)

温
容

臨

『南
彊

逸
史

』

巻

五
、

列

伝
第

一
、

史
可

法

(
『晩

明
史

料
叢

書
　

七
種

』
、

大
安

、

一
九

六
七
年

)

　

　

可
法

語
大

兵

日
、
我

史

閣
部
也

。

(40
)

前
掲

、

『
史
可

法
先

生
年

譜
』

巻

五
、
弘

光

元
年

正
月
至

四

月
。

(41
)

『清

世
祖

実
録
』

順

治

二
年

五
月
巳

酉

　

　

二
十

八
日
多

鐸
等

奏
報

、

四
月

二
十

五

日
、
令

拝

サ
図
、

図
頼

、

阿
山
等

攻

克
揚

州
城

、
獲

其
閣

部
史

可
法

、
斬

干

軍
前

。

(
42
)
前

掲

、

『史

可
法

先

生
年
譜

』
巻

五

、
弘

光
元

年
正

月
至

四

月
。

(
43
)
前

掲

、

『史

可
法

先

生
年
譜

』
巻

五

、
明

唐
王

隆
武

元
年

、
丙

戌

　

　

贈

公
太

師
、

誰
忠

靖
。

(
44
)
前

掲

、

『史

可
法

先

生
年
譜

』
巻

五

、
清
乾

隆

四
十

一
年

、
壬

午

　

　

正

月
、

清
廷

賜
公

誰
忠

正

、
建

祀
立
碑

、

題
像

賦
詩

、
倍

極
哀

栄
。

(
45
)
計

六
奇

『
明
季

南
略

』
巻

一
、

史

可
法
請

設

四
鎮

(
『中

国
史

学
基

本
典

籍
叢

刊
』

中
華

書

局
、

二
〇
〇

六
年
)
。

(
46
)

こ

の
ほ
か

に
韓

黙
と

い
う

人
物

(陳

鼎

『留
渓

外
伝

』
巻

一
、
忠
義

部
上

、
韓
義

士
伝

に

「
聞

黙
賢

、
以
礼
致

幕

中
、
属

以
筆

札
。
」
と

あ

る
)

　

も

「
書
記

」

の
役

割

を
担

っ
て

い
る
。
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(47
)
『光
緒
塩
城
県
志
』
巻
十
、
人
物
、
王
之
槙

(
『中
国
地
方
志
集
成
』
江
蘇
古
籍
出
版
社
、

一
九
九

一
年
)。

(48
)
欧
陽
憲
万
は

『江
西
通
志
』
巻
七
十
、
人
物
五
、
南
昌
府
五

(『文
淵
閣
四
庫
全
書
』
収
載
)
に

「欧
陽
斌
元
、
字
憲
万
、
新
建
人
。
…

(中

　

略
)
…
。
又
嘗
佐
督
師
史
可
法
幕
府
、
可
法
特
薦
推
官
賛
画
。
」
と
あ
る
。

(49
)
前
掲
、
『史
可
法
集
』
巻
三
、
書
憤
、
復
摂
政
王
、
崇
禎
十
七
年
甲
申
九
月
十
五
日
。

(50
)
何
齢
修

「史
可
法
揚
州
督
師
期
間
的
幕
府
人
物

(上
)」
『燕
京
学
報
』
、

一
九
九
七
年
第
三
期
、

一
七
五
頁
～

一
七
六
頁
。

(51
)
『乾
隆
江
南
通
志
』
巻

一
百
四
十

一
、
人
物
志
、
宙
績

(
『文
淵
閣
四
庫
全
書
』
収
載
)

　
　

包
爾
庚
、
字
長
明
、
華
亭
人
。
明
季
、
以
進
士
知
広
東
羅
定
州
。

(52
)
談
遷

『喪
林
雑
狙
』
仁
集
、
逸
典
、
寓
書
史
可
法

(『元
明
史
料
筆
記
叢
刊
』
、
二
〇
〇
五
年
)
。

(53
)
都
之
誠

『清
詩
紀
事
初
編
』
巻
二
、
前
編
下
、
李
標

(中
華
書
局
、

一
九
六
五
年
)。

(54
)
応
廷
吉

『青
燐
屑
』
上
巻

　
　

閣
部
請
印
七
穎
、
設
督
餉
道
員

一
穎
、
以
原
任
副
使
黄
鉱
掌
之
。
監
軍
道
印

一
穎
、
以
原
任
副
使
高
岐
鳳
掌
之
。
行
軍
兵
部
職
方
司
郎
中

　
　
　
一
穎
、
以
黄
日
芳
掌
之
、
同
其
官
者
為
秦
士
游
、
主
事
何
剛
、
施
鳳
儀
等
。
監
餉
同
知

一
員
、
以
知
県
呉
道
玉
署
之
、
無
印
。
監
紀
推
官

　
　

印

一
穎
、
先
後
掌
其
印
者
為
原
任
余
事
陸
遜
之
、
原
任
知
県
応
廷
吉
、
同
其
官
者
為
劉
景
緯

・
梁
以
樟

・
呂
彦
良
等
、
従
征
立
功
為
原
任

　
　

翰
林
院
庶
吉
士
呉
爾
填

・
源
洒
兵
備
石
啓
明

・
開

〔封
〕
府
推
官
李
長
康

・
賛
画
通
判
張
鐸

・
知
県
股
姪

・
支
益
等
、
参
賛
等
官
不
及
備
載
、

　
　

侯
方
岳
後
至
、
以
為
桃
源
知
県
。
督
師
大
庁
副
総
兵
印

一
頴
、
以
李
正
春
掌
之
。
督
師
中
軍
薪
鼓
印

一
穎
、
以
馬
応
魁
掌
之
、
同
其
官
者

　
　

為
程
天
葵

・
陶
正
明
等
。
督
師
前
軍
商
功
参
将

一
穎
、
以
注

一
誠
掌
之
。
…
…

(後
略
)。

(55
)
「軍
務
」
を
担

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
幕
僚
は
、
ほ
か
に
は
股
銘

(都
之
誠

『清
詩
紀
事
初
編
』
巻
二
、
前
編
下
、
李
応
機
に

「股
君
方
束
髪
、

　

時
亦
従
師
至
、
賛
画
参
枢
機
、
入
幕
寄
心
幣
。」)
、
王
綱

(『同
治
饒
州
府
志
』
巻
二
十
二
、
人
物
志
五
、
文
苑
、
王
綱
に

「閣
部
史
可
法
聞
其
名
、
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走

書
聰

至
幕

内

、
参

預
機

務
。
」
)
、

王
佐

(談

遷

『国
権

』

巻

一
百

四
、

弘
光

元
年

に

「
督
師

大

学
士

史

可
法
奏

、

王
佐

冒
険

帰
徐

、

請
留

営

　

中

備
盗
謀

。
従

之

。
」
)
、
王

廷
宰

(朱

舞
尊

『静

志

居
詩
話

』
巻

十

九
、
王
廷

宰

に

「
度

[渡

]
准

、
参
史

可
法

軍
事

。
」
)
、
紀
克

明

(温
容

臨

『南

　

彊
逸

史
』

巻

五
、
列
伝
第

一
、
史

可
法
応

廷
吉

に

「
劉

湘
客

・張
鋒

・紀

克
明

等
並

在
幕

府
。
」
)
、
呉
爾

埋

(婁
東

梅
村

野

史

『
鹿
樵

紀
聞
』

巻

上
、

　

史

可
法
殉

揚

に

「
謁
可
法

、
請
従

順
罪

、
可
法
留

参

軍
事
。
」
)
、
周
君

調

(黄
宗

義

『南

雷
詩

文
集
』

上

、
寿

序
類

、
顧
君
楽

生

六
十

寿
序

に

「
君

　

調

固
奇
士

、
嘗
参

史

閣
部

軍
事

。
」
)
、
張

瑛
若

(陳

去
病

『
五
石
脂

』

に

「
以
布

衣
参

公

軍
。
」
、
「自

称

参

軍
門
人

。
」
)
、
彰
士

望

(
孫
静

蕎

『
明

　

遺
民

録
』

巻

二
十

七
、
彰
士

望

に

「
尋
参
揚

州

軍
幕
。
」
)
、
李

昇

(楊
鳳

苞

『南
彊

逸
史

践
』

下

に

「
昇
乃

往
参

可
法

軍
事

。
」
)
、
劉
湘
客

(
査

　

継
佐

『
国
寿

録
』

巻

四
、

便

記
、

見

聞
雑

記

「
督

師

大
学

士
史

可

法

薦
劉

湘
客

賛

画
。
」
、

江
左

樵

子

『樵

史
通

俗

演
義

』

第

三
十

九

回
、
左

　

将

軍
微
文

討
逆

、
史

閣
部

血

涙
誓
師

に

「
史

可
法

咬
指

出
血

、
写

血
書

一
紙

、
令

咬
参

謀

劉
湘

客
咬

星
夜

進
京

。
」
)
な
ど

の
人
物

が

い
る
。

(
56
)

『清
史

稿
』

巻

五
百
、

遺
逸

一
、

閻
爾

梅

伝

(
中
華

書
局

、

一
九

八
六
年

)
。

(
57
)
屈

大
均

『皇

明

四
朝

成
仁

録
』

名
人

類

三
十

八
、

(
『明
代

伝
記

叢
刊

』

明
文
書

局

、

一
九
九

一
年

)
。

(
58
)

『道

光

桐
城

続
修

県
志
』

巻

十
、

人
物

志
、

忠

節
、
朱

良

諌

(
『中

国
方

志
叢
書

』
、

成
文

出

版
社

、

一
九
七

五
年

)
。

(
59
)
徐

乗
義

『明

末
忠

烈

紀
実
』

巻

十

一
、
殉

君
伝

、
視

元
瀦

(
『
明
末

清
初

史
料

選
刊

』
、

漸
江

古
籍

出
版

社
、

一
九

八

七
年

)

　

　

於

是
特

挙
監

生
蒋

臣
為

戸
部

司
務

、

監
制

銭
紗

。

(
60
)
朱

舞
尊

『静

詩

居
志

話
』

下
、

人
民

文
学

出
版

社
、

一
九

九

〇
年
。

(
61
)

『光

緒

嘉
定

県
志

』
巻

十
七

、
人

物
志

二
、

忠
節

、
施

鳳

儀

(
『中

国
地
方

志
集

成
』
、
上

海
書

店

、

一
九
九

一
年

)
。

(
62
)
前

掲
註

54
参

照
。

(
63
)
前

掲
、

『青
燐

屑
』

下
巻

。

(
64
)
前

掲
、

『青
燐

屑
』

上
巻
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七
月
、
安
撫
漸
江
監
察
御
史
左
光
先
疏
薦
原
任
徐
州
硯
山
知
県
応
廷
吉
於
朝
、
有
三
式
之
学
皆
精
、
天
官
之
微
更
悉
、
臣
與
久
処
、
信
而
有
徴
、

　
　

所
当
投
大
遺
銀
、
究
其
底
慈
等
語
。
部
覆
授
廷
吉
准
安
府
推
官
、
閣
部
具
疏
請
之
、
奉
旨
、
廷
吉
即
以
准
安
府
推
官
職
街
、
閣
部
軍
前
効
用
。

(65
)
前
掲
註
54
参
照
。

(66
)
前
掲
、
『青
燐
屑
』
上
巻

　
　

〔崇
禎
十
七
年
十

一
月
〕
次
日
、
抵
白
洋
河
、
令
廷
吉
監
劉
肇
基
本
軍
、
高
岐
鳳
監
察
李
栖
鳳
軍
進
取
宿
遷
。

(67
)
前
掲
、
『青
燐
屑
』
下
巻

　
　

〔弘
光
元
年
二
月
〕
総
河
王
鉄
山
、
総
漕
田
百
源
深
以
為
憂
、
且
慮
高
兵
横
戟
、
令
兼
屯
田
愈
事
監
紀
推
官
応
廷
吉
持
節
安
撫
、
而
史
公
令

　
　

箭
適
至
、
遂
並
行
焉
。

(68
)
『明
史
』
巻
二
百
七
十
四
、
史
可
法
伝
に
も

「
〔崇
禎
十
七
年
六
月
〕
開
礼
賢
館
、
招
四
方
才
智
、
以
監
紀
推
官
応
廷
吉
領
其
事
。」
と
あ
り
、

　

同
様
の
記
載
が
あ
る
。
応
廷
吉

『青
燐
屑
』
上
巻
に
お
い
て
も
、
「
〔崇
禎
十
七
年
十

一
月
〕
歯
簿
所
至
、
凡

一
技

一
能
欲
効
用
者
皆
投
策
進
見
、

　

随
試
随
収
、
月
有
庫
饒
。
以
推
官
応
廷
吉
董
其
事
、命
日
礼
賢
館
。」と
あ
る
が
、
礼
賢
館
を
開
い
た
時
期
が
数
ヶ
月
も
ず
れ
て
い
る
。
『史
可
法
集
』

　

は
五
月
、
『明
史
』
は
六
月
で
、
時
間
に
あ
ま
り
差
が
な
い
。
し
か
し

『青
燐
屑
』
で
は
十

一
月
と
な
っ
て
お
り
、
時
間
的
に
十

一
月
と
い
う

　

の
は
遅
す
ぎ
る
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
で
は
五
月
～
六
月
あ
た
り
に
礼
賢
館
が
開
か
れ
た
と
い
う

『史
可
法
集
』
、
『明
史
』
の
記
載
に
し
た
が
う
。

(69
)
前
掲
註
19
参
照
。

(70
)
孫
鐙

『高
陽
太
傅
孫
文
正
公
年
譜
』
巻
三

(干
浩
輯

『明
代
名
人
年
譜
』
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
)。

(71
)
孫
承
宗
は
天
啓

・
崇
禎
年
間
の
二
度
、
督
師
と
な

っ
て
い
る
が
、
六
館
の
設
置
は
管
見
の
限
り
天
啓
年
間
の
み
で
、
崇
禎
年
間
に
は
確
認

　

で
き
な
い
。
六
館
設
置
に
関
し
て
は
、
周
文
郁

『辺
事
小
紀
』
巻

一
、
遼
西
復
守
紀
事

(『歴
代
辺
事
資
料
輯
刊
』
、
北
京
図
書
館
出
版
社
、

　

二
〇
〇
五
年
)、
陳
鼎

『東
林
列
伝
』
巻
六
、
孫
承
宗
伝

(新
文
豊
出
版
社
、

一
九
七
五
年
)、
茅
元
儀

『督
師
紀
略
』
巻
二

(『北
京
図
書
館
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古
籍

珍
本

叢
刊

』
)
、

に

お

い
て
も

ほ
ぼ

同
様

の
記
載

が

あ

る
。

(
72
)
銭

謙
益

『列

朝
詩

集

小
伝
』

丁
集

中

、
少

師
孫

文
正

公
承

宗

(上
海

古
籍

出

版
社

、

一
九

八
三
年

)

　

　

天
啓

二
年

、

拝
兵

部
尚

書
、

入
直
内

閣

、
兼

理
部

事
、

奉
命

督
師

、
出

鎮

山
海

、
凡

四
年

、

予
帰
里

。

(73
)
明
代
の
督
師
の
性
格
が

一
部
清
代
の
督
撫
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
註

(23
)
の
拙
稿

「明
末
の
督
師
と
経
略
-

督
撫

　

制

度
と

の
関
わ

り
か

ら
見

た
」

を
参

照
。



ll7　 明清交替期の督師幕府

表

〈礼
賢
館
の
人
物
〉

※
五
十
音
順

番
号1

姓
名

何
臨

出
身

山
陽

(江
蘇
省

准
安
市
)

身
分

候

選

知

県

(
礼

賢
館

に
入
る
以
前

か
ら
候
選
知

県
で

あ

っ
た
の
か
、
礼
賢

館
に
入

っ
て
以
後
、

候
選
知

県
の
身

分

に
な

っ
た
の
か
は
不

明
。
)

礼
賢
館
の
士
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料

〈史
料
名
〉

徐
乗

義

『明
末
忠

烈
紀
実
』
巻

十

二
、
殉
福
伝

、

史

可
法
、
附
伝

(
『明
末
清

初
史
料
選

刊
』、
漸

江
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
七
年
)。

〈日
本
語
訳
〉

盧
浬

材
、
字

は
潤

生
、
長
洲

の
人
。
帰
昭
、
字

は
爾
徳

、
昆
山

の
人
。
張
酒
、
字

は
凝
之
、
嘉

定

の
人
。
胡
如
姓

・胡
如

理
、
桐

城
の
人
。
何
臨

、

山
陽

の
人
。
皆
、
史
可
法

の
礼
賢
館

の
士
で
あ

っ

た
。

〈原
文
〉

盧
漣

材
、
字
滑
生
、

長
洲
人
。
帰

昭
、
字
爾
徳

、

昆
山
人
。
張
潤
、
字
凝
之
、
嘉
定
人
。
胡
如
姓

・

胡
如

瑛
、
桐
城
人
。

何
臨
、
山
陽

人
。
皆
史

可

法
礼
賢
館

士
也
。

〈史
料
名
〉

李

天

根

『
燭

火

録
』

下
、

巻

十
、

乙

酉

(明

末

清

初

史

料

選

刊
、

漸

江

古

籍

出

版

社
、

一
九
八
六
年

)。

〈日
本
語
訳
〉

同
じ
よ
う

に
城

で
死
去
し

た
者

に
は
、
ま
た
兵

科

の
施

鳳
儀
、
督
餉

裁
事

の
黄
鉱

、
候
選
知
県

の
胡
如
瑛

・
何
臨
が

い
た
。

〈原
文
〉

同
城
殉
難
者
、
又
有

兵
科
施
鳳
儀

、
督
餉
鐵
事

黄
鉱
、
候
選
知
県
胡
如
理

・
何
臨
。

内活
容動

 

不
明

活
動
内
容
を

示
す
史
料

不
明

生
没
年
と
そ
れ
を
示
す

史
料

・
生
年
は
不
詳
。

・
没
年
は
弘
光
元
年
頃
。

〈史
料
名
〉

李
天

根

『燭

火

録
』

下
、

巻
十
、
乙
酉

(
『
明

末

清

初

史

料

選

刊
』
、
断
江
古

籍
出
版
社
、

一
九
八
六
年
)。

備
考
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2

帰
昭

毘
山

(江
蘇
省

蘇
州
市
)

生
員
。

の
ち
に
通
判
、

推
官
、
知

県
の
い
ず

れ
か

の
官
を
授
か
る
。

〈史
料
名
〉

『明
史
』
巻

二
百

七
十

四
、
史

可

法〈日
本
語
訳
〉

〔史

可
法

は
〕

上
奏

し

て

帰

昭

等

二
十

余

人
に
は
通
判

・
推

官

・
知
県
を
授
け
た
。

〈原
文
〉

而
擬
授

帰
昭
等

二
十

余

入
為
通
判

・推
官
・

知
県
。

〈史
料
名
〉

徐
乗
義

『明
末

忠
烈
紀
実
』

巻
十

二
、
殉
福

伝
、

史
可
法
、
附

伝

(『明
末

清
初
史
料

選
刊
』
、
漸

江
古
籍

出
版
社

、

一
九
八
七
年
)。

〈日
本
語
訳
〉

盧
浬
材
、
字

は
清
生
、
長

洲

の
人
。
帰

昭
、
字

は
爾
徳
、
昆

山

の
人
。
張

酒
、
字
は
凝

之
、
嘉

定

の
人
。
胡
如
姓

・胡
如
理
、
桐
城

の
人
。
何
臨
、

山
陽
の
人
。
皆
、
史
可
法

の
礼
賢
館

の
士

で
あ

っ

た
。

〈原
文
〉

盧

淫
材
、
字

潤
生
、
長
洲

人
。

帰
昭
、
字
爾

徳
、

昆
山
人
。
張

酒
、
字

凝
之
、
嘉
定

人
。
胡

如
姓
・

胡
如
瑳
、
桐

城
人
。
何
臨

、
山
陽
人
。
皆
史

可

法
礼
賢
館
士
也
。

・
揚

州

城

の
門

を

守
備

〈史
料
名
〉

『欽
定
勝
朝
殉
節
諸

臣
録
』

巻

十

(
『文

淵
閣

四
庫

全

書
』
収
載
)

〈日
本
語
訳
〉

生

員
の
帰
昭
は
、
毘
山

の

人

で
あ

る
。
史

可
法
幕
府

に
在

っ
て
、
守
揚
州

〔城
〕

の
西

門
を
守

っ
て
こ
こ
で

死
去

し
た
。

〈原
文
〉

生
員

帰
昭
、
毘
山
人
。
在

史

可
法
幕
府
、
守
揚
州
西

門
死
之
。
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3

胡
如理

桐
城

(安
徽
省

桐
城
市
)

候
選
知
県

〈史
料
名
〉

徐

乗
義

『明
末

忠
烈
紀
実
』

巻
十

二
、
殉
福

伝
、

史

可
法
、
附
伝

(『明
末
清

初
史
料

選
刊
』
、
漸

江
古
籍

出
版
社
、

一
九
八
七
年
)

〈日
本
語
訳
〉

盧

浬
材
、
字

は
清
生
、
長

洲

の
人
。
帰

昭
、
字

は
爾
徳
、
昆

山

の
人
。
張

酒
、
字
は
凝

之
、
嘉

定

の
人
。

胡
如
牲

・胡
如
理
、
桐
城

の
人
。
何
臨
、

山
陽
の
人
。
皆
、
史
可
法

の
礼
賢
館

の
士

で
あ

っ

た
。

〈原
文
〉

盧
浬
材
、
字

清
生
、
長
洲

人
。
帰
昭
、
字

爾
徳
、

昆
山
人
。
張
酒
、
字

凝
之
、
嘉
定

人
。
胡
如
牲

・

胡
如
理
、
桐

城
人
。
何
臨
、

山
陽
人
。
皆
史

可

法
礼
賢

館
士
也
。

不
明

不
明

・
生
年
は
不
詳
。

・
没
年
は
弘
光
元
年
頃
。

〈史
料
名

〉

李

天
根

『燭

火
録

』

下
、

巻

十
、

乙
酉

(『明

末

清

初
史

料

選
刊

』、

漸
江

古

籍
出
版
社
、

一
九
八
六
年
)。

胡
如
姓

の
兄

弟
。
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4

胡
如

牲
(胡

如
理
)

桐
城

(安
徽
省

桐
城
市
V

諸
生
。
功
績

に
よ

っ

て
、

の
ち
司
理
参
軍

と
な

る

(『
道
光

桐

城

続

修

県

志

』

巻

十
、
人
物
志
、
忠
節
、

胡
如
理

)。

〈史
料
名
〉

徐
乗
義

『明
末

忠
烈
紀
実
』

巻
十

二
、
殉
福

伝
、

史
可
法
、
附
伝

(『明
末
清

初
史
料

選
刊
』
、
漸

江
古
籍

出
版
社
、

一
九
八
七
年
)

〈日
本
語
訳
〉

盧

浬
材
、
字

は
滑
生
、
長

洲

の
人
。
帰

昭
、

字

は
爾
徳
、
昆

山

の
人
。
張
酒
、

字
は
凝
之
、

嘉

定

の
人
。
胡
如
蛭

・胡
如
瑳
、
桐
城

の
人
。
何
臨
、

山
陽
の
人
。
皆
、
史
可
法

の
礼
賢
館

の
士

で
あ

っ

た
。

〈原
文
〉

盧

浬
材
、
字
潤

生
、
長
洲
人
。
帰

昭
、
字
爾

徳
、

昆

山
人
。
張

酒
、
字
凝
之
、
嘉
定

人
。
胡
如
姓

・

胡

如
理
、
桐

城
人
。
何
臨
、

山
陽
人
。
皆
史

可

法
礼
賢

館
士
也
。

・
記
室

〈史
料
名
〉

『道

光

桐

城

続

修

県

志

』

巻

十
、

人

物

志
、
忠

節
、

胡

如

理

(『
中

国

方

志

叢

書

』
、

成

文

出

版

社
、

一
九
七
五
年
)。

〈日
本
語

訳
〉

〔史

可
法

は
〕

招

い
て
記

室
と

し
、
露

布

(封

の
し

て
い
な

い
上
奏

文
)
封
事

(封

の
し

て
あ

る
上
奏

文
)

は
、

み
な

そ
の
手
か
ら

で

た
。
功
績

に
よ

っ
て
司
理

参
軍
を
授
け
た
。

〈原
文

V

辟

為

記
室
、

露
布

封

事
、

尽
出
其
手

、
叙

功
授
司
理

参
軍
。

・
生
年
は
不
詳
。

・
没
年
は
弘
光
元
年
頃
。

〈史
料
名
〉

徐
乗
義

『明
末
忠

烈
紀
実
』

巻
十

二
、
殉
福

伝
、
史
可

法
、

附
伝

(『
明
末

清

初

史
料

選

刊
』
、
漸

江
古

籍

出
版
社
、

一
九

八
七
年
)
。

〈史
料
名
〉

『
乾

隆

江

都

県

志

』

巻

十
九
、
人
物

志

、

忠

節
、

胡
如

理

〈日
本
語
訳
〉

史

可
法

の
す

ぐ
れ
た
弟
子

で
あ

る
。

〈原
文
〉

史

可
法
高
弟

也
。
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5

孫
元

凱

蘇
州
府

毘
山

諸
生

＼

〈史
料
名
〉

応

廷
吉

『青
燐

屑
』

下
巻

(『台
湾

文

献
史

料

叢
刊
』
、第

六
輯

、台
湾
大
通
書
局
、
一
九

八
七
年
)
。

〈日
本
語
訳
〉

よ

っ
て

〔弘

光

元
年

〕
四

月

二
日
に

お

い
て
、

督

撫

の
衙
門

の
左

わ
き

の
部

屋
で
礼
賢
館

の
諸

士

を
試
験

し
た
。

合
格
し
た
嘉

禾

の
帰

昭
、
毘

山

の
孫
元
凱
を

甲
、
乙
と

し
、

な
ら
び

に
唐

大

章

・
唐
妊

・
張
大
武

・陸

燧
等
に
は
通
判
、
推
官

、

知
県
等

の
官
を
授

け
た
。

〈原
文
〉

因
於
四
月

二
日
、
於

督
撫
左
廟

策
試
諸

士
、
第

嘉
禾

帰
昭
、
毘

山
孫
元
凱
為

甲
乙
、
並
授
唐

大

章

・
唐
好

・
張

大

武

・
陸
燧

等
通

判

・
推
官

・

知
県
等
官

。

・
軍
事

に

参
与

・
献

策

〈史
料
名

〉

『光
緒

箆
新

両
県

続
修

合

志
』
巻

三
十

一
、
文
苑

二
、

孫

元

凱
、
国

朝

(『中

国

地
方

志

集
成

』、

江
蘇

古

籍
出
版
社
、

一
九
九

一
年
)

〈日
本
語

訳
〉

史

可

法

が

揚

州

に

幕

府

を
開
く

と
、
〔孫
元
凱

を
〕

招

い
て
そ

の
軍

に
参
加
さ

せ

た
。

〔
孫

〕
元

凱

は
兵

事
七
策
を
著
し
た
。

〈原
文

〉

史
可
法

開
府

揚
州
、
辟
参

其
軍
。
元
凱
著
兵
事
七
策
。

不
明
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6

張
酒

嘉
定

(江
蘇
省

蘇
州
市
)

諸
生

で
あ

っ
た
が
、

の
ち

に

都

司

を

授

か
る
。

〈史
料
名
〉

『光

緒

嘉

定

県

志

』

巻

十

七
、

人

物

志

二
、

忠

節
、

張

酒

(『
中

国

地

方

志

集

成

』
、

上

海

書

店
、

一
九
九

一
年
)。

〈史
料
名
〉

徐
乗
義

『明
末
忠
烈

紀
実
』
巻
十

二
、

殉
福
伝
、

史
可
法
、

附
伝

(『明

末
清
初
史

料
選
刊
』
、
漸

江
古
籍
出
版
社
、

一
九

八
七
年
)
。

〈
日
本
語
訳
〉

盧
淫
材

、
字
は
清
生
、

長
洲

の
人
。
帰

昭
、
字

は
爾
徳
、

昆
山

の
人
。
張

酒
、
字

は
凝
之
、
嘉

定

の
人
。
胡
如
甦
・胡
如
瑳
、
桐
城

の
人
。
何
臨
、

山
陽
の
人
。
皆
、史

可
法

の
礼
賢
館

の
士

で
あ

っ

た
。

〈原
文
〉

盧
浬
材
、

字
滑
生
、
長

洲
人
。
帰

昭
、
字

爾
徳
、

昆
山
人
。
張
酒
、
字
凝
之
、
嘉
定

人
。
胡
如
牲
・

胡
如
瑛
、

桐
城
人
。
何

臨
、
山
陽
人
。
皆

史
可

法
礼
賢
館
士
也
。

・
献
策

〈史
料
名
〉

『
光

緒

嘉

定

県

志

』

巻

十

七
、

人

物

志

二
、

忠

節

、
張

酒

(『中

国

地
方

志

集

成

』
、

上

海

書

店
、

一
九
九

一
年

)。

〈日
本
語
訳
〉

史

可

法

幕

府

の
招

き

に

応

じ

て
、

都

司

を

授

か

る
。

七

つ
の
事
を
献
策

し
、

〔史

〕

可
法

は
そ

の
う
ち

の
四

つ
を
採
用

し
た
。

一

つ
は
、

軍
が
潅
河

で
兵

を

二
分
し
て
敵
を
牽
制
す

る
。

一
つ
は
択

禁
軍
を
選

ん
で

天

子

の
陵
を
守

る
。

一
つ

は
勇

敢
な
者
を
募
り
海
浜

を

安
ら
か

に
す

る
。

一
つ

は
軍
餉

の
寄
付
を
募

る
。

〈原
文
〉

応

聰
史
可
法
幕
、
授
都

司
。

條

上
七
事
、
可
法
用
其

四
。

一
軍
准

上
為
特
角

、

一
択

禁

軍
衛
陵
寝
、

一
募
勇
靖

海

浜
、

一
勧
揖
裕
軍
餉
。

・
生
年

は
不
詳
。

・
没
年

は
弘
光
元
年
頃

。

〈史
料
名
〉

徐
乗
義

『明
末

忠
烈
紀
実
』

巻

十
二
、
殉
福
伝
、
史
可

法
、

附

伝

(『
明

末
清

初

史

料
選

刊
』
、
漸

江
古

籍

出
版
社
、

一
九
八
七
年

)。
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78

張
大

武唐
妬

不
明

不
明

不

明

だ

が
、

弘

光

元

年

に
礼

賢

館

の

諸

士

を

試

験

し

た

際
、

通

判
、
推

官
、

知

県

な

ど

の

何

ら

か

の
官

を

授

か

っ

て

い

る

(
応

廷

吉

『青

燐
屑
』
下
巻
)。

不

明

だ

が
、

弘

光

元

年

に
礼

賢

館

の

諸

士

を

試

験

し

た

際
、

通

判
、

推
官
、

知

県

な

ど

の
何

ら

か

の
官

を

授

か

っ

て

い

る

(
応

廷

吉

『青

燐
屑
』
下
巻
)。

〈史
料
名
〉

応

廷
吉

『青
燐

屑
』

下
巻

(『台
湾

文

献
史
料

叢
刊
』
、第

六
輯
、
台
湾
大
通
書
局
、
一
九
八
七
年
)
。

〈日
本
語
訳
〉

よ

っ
て

〔弘

光

元
年

〕
四

月

二
日
に

お

い
て
、

督
撫

の
衙
門

の
左

わ
き

の
部
屋

で
礼
賢
館

の
諸

士
を
試

験
し
た
。
合

格
し
た
嘉
禾

の
帰

昭
、
毘

山

の
孫

元
凱
を

甲
、
乙
と
し
、
な

ら
び
に
唐
大

章

・
唐
好

・
張
大
武

・
陸
燧
等

に
は
通
判
、
推
官

、

知
県
等

の
官
を
授

け
た
。

〈原
文
〉

因
於

四
月

二
日
、
於

督
撫
左
廟
策

試
諸
士
、
第

嘉
禾

帰
昭
、
毘
山
孫

元
凱
為

甲
乙
、
並
授
唐
大

章

・
唐

好

・
張

大

武

・
陸
燧

等
通

判

・
推
官

・

知
県
等
官
。

不
明

〈史
料
名
〉

応

廷
吉

『青
燐

屑
』

下
巻

(『台
湾

文
献

史
料

叢
刊
』
、第

六
輯

、台
湾
大
通
書
局
、
一
九

八
七
年
)
。

〈日
本
語
訳
〉

よ

っ
て

〔弘

光

元
年

〕
四

月

二
日
に

お

い
て
、

督
撫

の
衙
門

の
左

わ
き

の
部
屋

で
礼
賢
館

の
諸

士
を

試
験
し
た
。
合

格
し
た
嘉

禾

の
帰

昭
、
毘

山

の
孫
元
凱
を

甲
、
乙
と

し
、

な
ら
び

に
唐

大

章

・
唐
妊

・
張
大
武

・
陸
燧
等
に
は
通
判
、
推
官

、

知
県
等

の
官
を
授

け
た
。

〈原
文
〉

因
於

四
月

二
日
、
於

督
撫
左
廟
策

試
諸
士
、
第

嘉
禾

帰
昭
、
毘

山
孫
元
凱
為

甲
乙
、
並
授
唐

大

章

・
唐
妊

・
張

大

武

・
陸
燧

等
通

判

・
推
官

・

知
県
等
官
。

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明
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唐
大

章陸
燧

不
明

不
明

不

明

だ

が
、

弘

光

元
年

に

礼

賢

館

の

諸

士

を

試

験

し

た

際
、
通

判
、

推
官

、

知

県

な

ど

の
何

ら

か

の

官

を

授

か

っ

て

い
る

(
応

廷

吉

『青
燐
屑
』
下
巻
)。

不

明

だ

が
、

弘

光

元

年

に

礼

賢

館

の

諸

士

を

試

験

し

た

際
、
通

判
、

推

官
、

知

県

な

ど

の
何

ら

か

の
官

を

授

か

っ

て

い

る

(応

廷

吉

『青
燐
屑
』

下
巻
)。

〈史
料
名
〉

応
廷
吉

『青
燐

屑
』

下
巻

(『台

湾
文

献
史

料

叢
刊
』
、
第
六
輯
、台
湾
大

通
書

局
、
一
九
八
七
年

)。

〈日
本
語
訳
〉

よ

っ
て

〔
弘
光

元
年

〕

四
月

二
日

に
お

い
て
、

督
撫

の
衙

門
の
左
わ
き

の
部
屋
で
礼
賢
館

の
諸

士
を
試
験

し
た
。
合
格

し
た
嘉
禾

の
帰
昭
、
毘

山

の
孫

元
凱
を
甲
、

乙
と
し
、
な
ら
び

に
唐
大

章

・
唐
妊

・
張
大
武

・
陸
燧
等
に
は
通
判
、
推
官
、

知
県
等

の
官

を
授

け
た
。

〈原
文
〉

因
於
四
月

二
日
、
於
督
撫
左

廟
策
試

諸
士
、
第

嘉
禾
帰

昭
、
毘
山
孫

元
凱
為
甲
乙
、
並

授
唐
大

章

・
唐

好

・
張
大

武

・
陸

燧
等

通
判

・
推

官

・

知
県
等
官
。

不
明

〈史
料
名
〉

応
廷
吉

『青

燐
屑

』
下

巻

(『
台
湾

文
献

史
料

叢
刊
』
、
第
六
輯
、台
湾
大

通
書

局
、
一
九
八
七
年

)。

〈
日
本
語
訳
〉

よ

っ
て

〔弘
光

元
年

〕

四
月

二
日

に
お

い
て
、

督
撫

の
衙
門

の
左
わ
き

の
部
屋

で
礼

賢
館

の
諸

士
を
試

験
し
た
。
合
格

し
た
嘉
禾

の
帰
昭
、
毘

山

の
孫

元
凱
を
甲
、

乙
と
し
、
な
ら
び

に
唐
大

章

・唐
餅

・
張
大
武

・
陸
燧
等

に
は
通
判
、
推
官
、

知
県
等

の
官
を
授
け
た
。

〈
原
文
〉

因
於

四
月
二
日
、
於
督
撫

左
廟
策
試

諸
士
、
第

嘉
禾
帰

昭
、
毘
山
孫
元

凱
為
甲
乙
、
並
授

唐
大

章

・
唐

好

・
張
大

武

・
陸

燧
等

通
判

・
推

官

・

知
県
等
官
。

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明
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盧
清

長
洲

(江
蘇
省

蘇
州
市
)

歳
貢
生

〈史
料
名
〉

徐

乗
義

『明
末

忠
烈
紀
実

』
巻
十

二
、
殉
福

伝
、

史

可
法
、
附
伝

(『明
末

清
初
史
料

選
刊
』
、
漸

江
古
籍

出
版
社
、

一
九
八
七
年
)
。

〈日
本
語
訳
〉

盧

浬
材
、
字

は
潤
生
、
長

洲

の
人
。
帰

昭
、
字

は
爾
徳
、
昆

山

の
人
。
張
酒
、

字
は
凝
之
、

嘉

定

の
人
。
胡
如
牲

・胡
如
瑛
、
桐
城

の
人
。
何
臨
、

山
陽

の
人
。
皆
、
史
可
法

の
礼
賢
館

の
士

で
あ

っ

た
。

〈原
文
〉

盧

浬
材
、
字

滑
生
、
長
洲

人
。
帰
昭
、
字
爾

徳
、

昆
山
人
。
張
酒
、
字

凝
之
、
嘉
定

人
。
胡
如
姓

・

胡
如
理
、
桐

城
人
。
何
臨
、

山
陽
人
。
皆
史

可

法

礼
賢
館
士
也
。

〈史
料
名
〉

『明
史
』
巻

二
百
七
十
四
、
史
可
法

く日
本
語
訳
V

滑
、
字
は
潤

生
。
長
洲

の
諸
生

で
あ

る
。

〔史
〕

可
法

が
潅

安
府

・
揚

州
府

に
出

鎮
し

た
と

き
、

〔盧
〕
泪
等
は
宮
殿

の
門

で
伏
し

て
上
書
し
、
言

う

こ
と

に
は
、
秦

檜
が
内

に
在
り
、
李
綱

が
外

に
在

っ
た
か
ら
、
宋
は
結
局
南
遷
し
た
の
だ
、
と

〔し
か
し

こ
の
上
書
は
〕
受
け
入
れ
ら
れ
な
か

っ

た
。
〔盧
清
は
〕礼
賢
館

に
居
る
こ
と
が
久

し
か

っ

た
。

可
法

は
溜

の
才
能

に
よ

っ
て
、
滑
を

歳
貢

生
に
合
格

さ
せ
、
官

に

つ
け
る
と

い
う

こ
と
に

な

っ
た

が
、

〔盧

清
は
〕
職
を
受
け
な
か

っ
た
。

〈原
文
〉

滑
、
字
滑
生
、

長
洲
諸
生
。

可
法
出
鎮

准

・
揚
、

泪
等
伏

闘
上
書
、
言
、
秦

檜
在
内
、
李
綱

居
外

宋
終
北
韓
。

不
納
。
居
礼

賢
館
久
、
可
法

才
溜

澗
方
歳
貢
、
当
得
官
、
不
受
職
。

・
献
策

(
崇

禎

十
六
年

秋
)。

・
撤

文

を

出
す

(
弘

光

元
年
)。

・
紗

関
の
監

守

(
弘

光

元
年
)。

〈史
料
名
〉

『
馬

夢

龍

全

集

』

第

十

一
巻

(鳳

鳳
出

版

社
、

二
〇
〇
七
年
)。

〈献
策

し
た
も
の
〉

「
上
史
大
司
馬
南
都
切
計
十
策
」。

「上
大
司
馬
東
南
権
議
四
策
」。

〈史
料
名

〉

『
凋

夢

龍

全

集

』

第

七

巻

(
鳳

鳳

出

版

社
、

二
〇
〇
七
年
)。

〈傲
文
〉
「殺
賊
誓
言
」
。

〈史
料
名
〉

李

天

根

『畑

火

録
』

下
、

巻

十
、

乙

酉

(『
明
末

清

初

史
料

選

刊
』
、
漸

江
古

籍
出
版
社
、

一
九
入
六
年
)。

〈日
本

語
訳
〉

潤

の
字

は
溜
生

で
、
歳
貢

に
な

っ
て
職
に

つ
く

こ
と

に
な

っ
た
が
、
故
意

に
職

を
受

け
ず
、
な
が
く
礼
賢

館

に
居
た
。
史
可
法

は
そ

の
才

能
に
よ

っ
て
、
紗
関

を
監

守
す
る

こ
と
を
命

じ

た
。

〔最

後

は
〕

河

に
身

を
投
げ

て
死
去

し
た
。

〈原
文
〉

滑
字

滑
生
、
以
歳
貢
当
得

官
、
故

不
受

職
、
久
居
礼

賢
館

、
史
可
法
才
之
、
命

監
守
紗

関
。
投

干
河
。

・
生

年

は
不

詳
。

・
没

年

は
弘

光

元
年

頃
.

河

に
身

を

投

げ

て
死

去
。

〈史
料
名
〉

・
徐
乗
義

『明

末

忠

烈

紀

実
』

巻

十

二
、

殉

福

伝
、

史

可

法
、

附

伝

(『明
末

清

初
史

料

選
刊
』、
漸

江

古

籍

出

版

社
、

一
九

八

六

年
)。

・
李
天
根

『燭

火

録
』

下
、

巻

十
、

乙

酉

(『明
末

清

初
史

料

選
刊
』、
漸

江

古

籍

出

版

社
、

一
九

八

六

年
)。


